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仮
名
草
子
に
お
け
る
典
拠
の
問
題

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
『
悔
草
』
に
利
用
さ
れ
た
例
話
や
引
用
の
出
自
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
『
語
園
』
『
庖
言
抄
』

『
童
観
紗
』
等
の
カ
ナ
交
り
文
に
よ
る
啓
蒙
的
要
文
集
、
あ
る
い
は
『
可
笑
記
』
『
祇
園
物
語
』
等
の
同
類
の
先
行
作
品
な
ど
、
簡
便
で
手

近
か
な
書
物
の
實
欲
な
利
用
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
態
度
が
『
悔
草
』
だ
け
に
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
同
類
の
著
述
の

一
般
的
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
、
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
旨
啓
蒙
と
は
、
学
殖
の
落
差
に
基
く
営
為
で
あ
り
、
倫
理
的
価
値
観
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
教
訓
的
姿
勢
が
生
ず

る
。
教
訓
的
言
辞
を
弄
す
る
仮
名
草
子
に
と
っ
て
、
作
者
の
知
識
教
養
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
作
品
の
思
想
性
や
文
学
性
を
考
え
る

た
め
の
基
本
で
あ
る
。

ｌ
『
悔
草
』
を
中
心
に
Ｉ

渡
辺
守

邦
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旗
本
と
思
わ
れ
る
幕
臣
の
手
に
な
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
『
悔
草
』
は
特
異
な
仮
名
草
子
で
あ
る
。
作
者
井
上
小
左
衛
門
は
、
他
の

啓
蒙
的
な
随
筆
の
作
者
た
ち
と
同
じ
く
、
浪
人
の
体
験
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
再
仕
官
の
望
み
を
は
た
し
、
そ
の
後
に
こ
の
書
物
を
著
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
点
を
も
と
に
、
た
だ
ち
に
『
悔
草
』
の
当
代
批
判
の
質
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
、
性
急
に
過
ぎ
よ
う
。
『
悔
草
』

に
は
、
他
の
仮
名
草
子
と
同
じ
よ
う
に
、
和
漢
の
典
籍
に
基
い
た
箇
所
が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
も
他
の
仮
名
草
子
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る

が
、
出
典
を
明
記
せ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
箇
所
を
明
ら
か
に
し
、
作
者
独
自
の
文
章
を
識
別
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
関
連
の
さ
ま
を
も
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
最
初
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
和
漢
の
典
籍
に
基
い
た
箇
所
の
詮
索
は
、
仮
名
草
子
の
作
者
た
ち
が
、
そ
の
知
識
を
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
得
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
副
次
的
に
浮
か
び
上
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
。
教
訓
的
な
言
辞
を
弄
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
故
事
や
逸
話
を
例
話
と
し
て
添
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
達
意
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
啓
蒙
期
の
所
産
で
あ
る
仮
名
草
子
も
教
訓
を
開
陳
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
場

合
、
儒
学
盛
行
の
時
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
「
唐
（
も
ろ
こ
し
）
の
…
…
は
」
で
始
ま
る
漢
籍
に
材
料
を
仰
い
だ
例
話
や
引
用
を

愛
好
す
る
傾
向
を
見
う
け
る
。
そ
れ
ら
の
知
識
は
書
籍
に
基
い
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
耳
学
問
で
あ
っ
た
も
の
か
。
仮
名
草
子
の

う
ち
、
『
徒
然
草
』
風
の
随
筆
類
の
作
者
に
関
し
て
は
、
後
者
と
す
る
の
が
、
従
来
の
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
山
岡
元
隣

や
江
島
山
水
な
ど
が
舌
耕
と
し
て
の
経
歴
を
持
つ
こ
と
、
如
偲
子
や
井
上
小
左
衛
門
な
ど
が
夜
咄
的
講
説
者
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
あ
る
い
は
、
同
一
の
例
話
が
諸
書
に
く
り
か
え
し
て
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
こ
ろ
等
か
ら
、
講
釈
、
夜
咄
の
席
で
し
ば

２

し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
、
耳
に
し
て
得
た
知
識
の
利
用
、
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
知
識
が
、
書
物
を
通
し
て
目
か
ら
得
た
と
こ
ろ
の
も
の
、
と
想
定
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。
仮
名
草
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子
の
作
者
た
ち
が
、
漢
籍
の
諸
書
を
博
捜
し
て
得
た
と
こ
ろ
を
用
い
て
い
る
と
は
、
そ
の
著
作
中
に
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
学
殖
の
ほ

ど
か
ら
し
て
、
で
き
な
い
で
は
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
共
通
の
種
本
と
し
た
で
あ
ろ
う
、
当
時
流
行
の
故
事
集
成
的
な
書
物
あ
る
い
は
類
書

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
近
世
に
入
っ
て
の
出
版
業
の
急
激
な
盛
行
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
書
物
が

３

刊
行
さ
れ
る
が
、
古
活
字
版
と
し
て
漢
籍
の
仮
名
講
説
（
所
謂
抄
物
）
が
刊
行
さ
れ
、
一
群
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ

は
中
世
後
期
に
五
山
で
行
な
わ
れ
た
も
の
が
、
出
版
界
の
活
況
に
よ
っ
て
呼
び
出
し
を
受
け
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
仮

名
講
説
と
い
う
叙
述
の
方
法
を
承
け
継
い
で
、
新
注
学
者
た
ち
の
著
わ
し
た
も
の
が
、
啓
蒙
的
仮
名
抄
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
藤

原
猩
窩
の
『
寸
鉄
録
』
『
大
学
要
略
』
、
林
羅
山
の
『
届
言
抄
』
『
春
鑑
抄
』
『
三
徳
抄
』
『
童
観
紗
」
『
童
蒙
抄
』
、
松
永
尺
五
の
『
舞
倫
抄
』

等
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
下
級
読
書
人
に
よ
っ
て
、
五
倫
五
常
の
何
た
る
か
を
知
り
、
先
哲
の
逸
話
や
名
言
を
理
解
す
る
た
め
の
簡
便
な
書

物
と
し
て
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

『
悔
草
』
の
作
者
の
場
合
は
、
は
た
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

な
い
。
た
と
え
ば

『
悔
草
』
の
場
合
、
漢
籍
に
源
泉
を
発
す
る
例
話
や
引
用
が
何
に
基
い
た
も
の
か
に
つ
い
て
の
詮
索
を
、
経
子
史
の
書
籍
を
対
象
に
行

っ
の
は
迂
遠
に
過
ぎ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
悔
草
』
の
作
者
は
、
諸
書
を
博
捜
し
て
、
材
料
を
求
め
る
と
い
う
努
力
を
払
っ
て
は
い

も
ろ
こ
し
の
謝
安
と
云
人
。
謡
の
上
手
也
。
鼻
に
病
有
て
声
に
こ
れ
り
。
洛
中
の
人
々
。
其
音
曲
を
ま
な
へ
と
も
。
及
ふ
人
稀
也
。
せ
め
て
は
な
を

４

お
ほ
ふ
て
。
声
の
濁
を
似
せ
け
る
と
な
ん
。
（
『
悔
草
」
中
・
配
）

』■L
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耳
ノ
大
小
ヲ
論
ズ
ル
事
事
文

李
忠
臣
卜
云
モ
ノ
。
耳
人
二
過
テ
。
大
キ
也
・
徳
宗
日
。
汝
ガ
耳
長
大
也
。
貴
人
ハ
。
耳
必
大
也
〕
忠
臣
ガ
曰
。
ワ
レ
キ
ク
。
騎
馬
ノ
耳
ハ
大
キ

’
一
・
竜
ノ
。
、
、
、
、
ハ
小
也
。
忠
臣
日
。
、
、
、
、
ノ
大
キ
ナ
ル
ハ
・
則
蝋
馬
ノ
。
、
、
、
、
ナ
リ
．
（
『
語
園
』
下
・
開
）

右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
例
は
、
辞
句
や
行
文
の
近
似
に
よ
っ
て
そ
の
関
連
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
話
が
、

当
時
、
漢
籍
の
講
義
や
講
釈
に
よ
っ
て
耳
な
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
来
た
も
の
、
と
い
う
蓋
然
性
も
あ
り
、
口
語
り
に
よ
る
あ
る
き
ま
り

切
っ
た
話
型
に
よ
る
一
致
と
い
う
可
能
性
も
ま
た
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
『
悔
草
』
『
語
園
』
間
の
関
連
を
承
認
す
る
た
め
に
は
、
も
う

少
し
厳
密
な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
二
例
の
場
合
が
、
当
時
流
布
し
て
周
知
で
あ
っ
た
耳
か
ら
の
知
識
に
よ
る
一
致

で
な
い
こ
と
は
、
両
害
の
直
接
的
な
関
係
に
基
く
一
致
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
語
園
』
の
「
鼻
声
ヲ
学
事
」
「
耳
ノ
大
小
ヲ
論
ズ
ル
事
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
の
下
に
「
事
文
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ

は
そ
の
一
話
の
典
拠
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
事
文
」
と
は
『
事
文
類
聚
』
を
意
味
す
る
略
号
の
よ
う
で
あ
る
。
『
事
文
類
聚
』
に

と
い
う
謝
安
の
逸
話
は
、
漢
籍
の
諸
書
か
ら
逸
話
や
故
事
を
選
ん
で
和
訳
を
行
な
っ
た
『
語
園
』
に
依
っ
た
も
の
、
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
語
園
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
た
、

の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
『
語
園
』
は
次
の
通
り
。

鼻
声
ヲ
学
事
事
文

謝
安
ハ
。
洛
下
ノ
書
生
ナ
リ
。
謡
ノ
上
手
一
一
テ
）
其
名
世
上
二
間
ヘ
ヶ
リ
。
鼻
二
病
有
テ
。
声
濁
リ
ヶ
リ
。

５
・

及
プ
者
稀
レ
也
・
皆
ハ
ナ
ヲ
掩
テ
。
コ
ェ
ノ
濁
レ
ル
ヲ
。
’
一
セ
ヶ
ル
ト
ナ
ン
。
（
『
語
園
』
上
・
刃
）

富
貴
の
人
は
耳
大
き
な
る
と
い
へ
と
も
。
ま
づ
し
き
人
に
。
大
耳
あ
り
。
さ
れ
は
扉
馬
の
耳
大
き
に
。
竜
の
耳
ち
い
さ
し
と
か
や
。
（
『
悔
草
』
中
．

的
）

洛
下
ノ
人
。
ソ
ノ
音
曲
ヲ
。
学
プ
’
一
・
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耳
大
貴
人

沐
洲
／
節
度
李
忠
臣
。
賞
テ
因
罫
奏
対
蚕
徳
宗
謂
〆
之
二
日
。
卿
力
耳
甚
大
小
リ
。
貴
人
；
也
。
忠
臣
対
ソ
日
シ
聴
耳
。
（
同
）

両
者
と
も
『
事
文
類
聚
後
集
』
巻
十
九
の
「
鼻
耳
」
の
項
に
あ
る
。
『
諮
嗣
』
の
注
記
に
従
っ
て
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
事
文
類
聚
』
と
比

較
す
る
と
き
、
『
語
園
』
は
必
ず
し
も
『
事
文
類
聚
』
の
行
文
を
忠
実
に
追
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
辞
句
を
補
っ
た
り
、
言
い
換
え

を
行
な
っ
て
、
和
訳
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
鼻
声
ヲ
学
事
」
の
一
話
で
は
、
「
本
能
〃

為
ス
ニ
洛
下
書
生
〃
詠
ヲ
↓
。
」
を
「
洛
下
ノ
書
生
ナ
リ
。
謡
ノ
上
手
一
一
テ
」
と
和
訳
を
試
み
、
「
或
掩
フ
テ
レ
鼻
ヲ
以
テ
効
プ
レ
之
二
・
」
を
「
ハ
ナ
ヲ
掩

テ
。
コ
ェ
ノ
濁
レ
ル
ヲ
。
ニ
セ
ケ
ル
ト
ナ
ン
」
と
し
て
、
達
意
を
求
め
て
い
る
。
「
耳
ノ
大
小
ヲ
論
ズ
ル
事
」
の
一
話
で
も
、
「
忠
臣
ガ

曰
。
ワ
レ
キ
ク
。
聯
馬
ノ
耳
ハ
大
キ
ー
・
竜
ノ
。
ミ
、
ハ
小
也
・
」
と
い
う
、
は
さ
み
込
み
に
な
っ
た
一
文
は
、
『
事
文
類
聚
』
の
原
文
に

は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
新
た
な
付
加
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
『
事
文
類
聚
』
が
「
忠
臣
対
テ
曰
ク
・
聴
耳
・
」
と
表
現

Ｃ
’
し
し
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ

し
た
と
こ
ろ
を
、
簡
略
に
過
ぎ
る
と
考
え
て
、
敷
延
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
忠
臣
ガ
曰
。
…
・
・
・
竜
ノ
。
ミ
、
ハ
小
也
。
忠
臣
日
。

ミ
、
ノ
大
ナ
ル
ハ
…
…
」
と
、
文
章
の
脈
絡
を
乱
す
結
果
を
恐
れ
な
い
で
の
挿
入
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
補
い
や
言
い
か
え
箇
所
は
、
『
事
文
類
聚
』
に
対
し
て
の
『
語
園
』
の
渉
離
れ
″
で
あ
り
、
独
自
異
文
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
が
、
『
悔
草
』
と
『
語
閑
』
と
の
行
文
の
一
致
が
、
そ
れ
ら
の
箇
所
を
も
含
め
て
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
者
の
類
似
は
、
何
ら
か

の
関
連
に
基
く
も
の
、
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
度
、
先
の
引
用
例
に
た
ち
も
ど
っ
て
、
と
の
点
を
確
か
め
て
み
る
な

ら
ば
、
「
謡
の
上
手
」
「
声
の
濁
を
似
せ
け
る
と
な
ん
」
「
肺
馬
の
耳
大
き
に
、
竜
の
耳
ち
い
さ
し
」
等
が
、
『
語
嗣
』
の
『
事
文
類
聚
』
か

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
あ
る
。

謝
安
本
能
ク
為
ス
ニ
洛
下
書
生
／
詠
杲
有
二
鼻
疾
元
故
》
其
音
濁
心
。
名
流
愛
ゞ
テ
ニ
其
詠
ヲ
｜
而
弗
レ
及
ハ
。
或
掩
フ
｜
ア
レ
鼻
ヲ
以
テ
効
プ
レ
之
二
。
（
『
事
文
後
集
』
巻
十
九
、

「
鼻
耳
」
）

鼻
疾
音
濁

－165－



曽
子
の
こ
の
逸
話
の
原
拠
は
『
孔
子
家
語
』
で
あ
る
。
『
孔
子
家
語
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

曽
参
ハ
南
武
城
人
等
，
。
字
子
輿
。
少
キ
コ
ト
ニ
孔
子
ョ
，
’
四
十
六
歳
。
志
存
ス
ニ
孝
道
禿
故
二
孔
子
因
ア
レ
之
二
以
テ
作
ル
ー
孝
経
名
…
…
（
中
略
）
・
…
・
・
参
ヵ
後
ノ
母

遇
翼
ル
ー
之
無
ン
レ
恩
。
而
毛
供
養
不
し
衰
へ
。
及
テ
下
其
ノ
妻
以
テ
ニ
藝
蒸
ノ
不
ヲ
亡
熟
セ
因
手
出
塁
二
告
之
ヲ
人
ノ
曰
。
非
ス
ニ
七
出
《
｜
也
・
参
ヵ
曰
。
蕊
蒸
ハ
小
物
耳
。
吾
欲
〆

７

ル
｜
’
し
使
凌
ン
ト
レ
熟
セ
而
不
レ
用
二
吾
劾
命
名
況
ャ
大
事
ヲ
稲
↑
ヒ
デ
乎
遂
二
出
霊
し
之
ヲ
。
終
ル
？
テ
レ
身
亨
不
し
取
プ
レ
妻
弓
。
．
…
．
．
（
後
略
）
。
（
『
孔
子
家
語
」
巻
九
、
弟
子
解
）

『
孔
子
家
語
』
で
は
こ
の
一
話
は
、
曽
子
が
孔
子
を
し
て
『
孝
経
』
を
執
筆
さ
せ
る
に
至
る
ほ
ど
に
孝
の
道
に
志
の
厚
か
っ
た
こ
と
を
説

な
し

明
す
る
逸
話
と
し
て
載
せ
る
。
『
悔
草
』
で
、
曽
子
の
妻
が
姑
に
供
え
た
食
物
が
「
梨
の
な
ま
む
し
な
る
」
と
い
う
理
解
に
苦
し
む
珍
物

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
蕊
蒸
」
の
誤
読
で
あ
る
こ
と
が
『
孔
子
家
語
』
を
閲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
蒸
し
蕊
を
む

し
梨
と
し
た
の
は
、
し
か
し
、
『
悔
草
』
の
誤
ち
で
は
な
い
。
次
に
掲
げ
る
二
つ
の
引
用
例
に
よ
っ
て
、
誤
ち
の
源
を
突
き
と
め
る
こ
と

ら
の
独
自
異
文
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
行
文
も
、
『
語
園
』
の
表
現
と
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

『
悔
草
』
の
さ
き
の
二
つ
の
引
用
例
は
、
い
ず
れ
も
『
語
園
』
に
依
拠
し
た
も
の
、
と
い
う
結
論
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

『
悔
草
』
に
載
せ
る
例
話
の
典
拠
が
『
語
園
』
で
あ
る
と
の
仮
説
を
設
け
て
、
『
語
園
」
と
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
事
文
類
聚
』
と
の
間

に
存
在
す
る
〃
離
れ
〃
を
も
と
に
、
そ
の
仮
説
を
裏
づ
け
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
裏
づ
け
を
検
証
す
る
意
味
で
、
別
の
方
面
か
ら

『
悔
草
』
と
『
語
園
』
と
の
関
係
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

な
ま
む
し
の
梨
を
義
母
に
す
す
め
た
と
い
う
些
事
を
理
由
に
、
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
曽
子
が
、
妻
を
離
縁
し
た
と
い
う
例
話
を
例
に
と

っ
て
み
よ
う
。
『
悔
草
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

な
し

曽
子
は
継
母
に
孝
行
な
り
。
有
時
曽
子
か
妻
。
梨
の
な
ま
む
し
な
る
を
母
に
す
蚤
め
た
り
。
曽
子
見
て
い
か
り
。
其
ま
ふ
妻
を
お
ゐ
出
せ
り
。
有
人

な
し

来
り
。
い
か
で
妻
を
い
だ
せ
る
や
。
答
て
い
は
く
。
梨
の
熟
勢
ざ
る
を
。
母
に
す
畠
め
た
り
。
わ
づ
か
の
事
な
れ
は
。
く
る
し
か
ら
ざ
れ
と
も
。
能

む
し
て
。
ま
い
ら
せ
よ
と
い
ひ
し
を
も
ち
い
ず
。
か
畠
る
す
こ
し
き
の
事
だ
に
。
角
あ
れ
は
。
ま
し
て
よ
る
づ
の
事
を
や
と
い
へ
り
。
（
「
悔
草
」
上

．
ｎ
コ
）
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仮名草子における典拠の問題（渡辺）

『
事
文
後
集
』
の
段
末
に
あ
る
「
家
語
」
と
い
う
注
記
は
出
典
の
明
示
で
あ
り
、
『
孔
子
家
語
』
に
依
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
孔

子
家
語
』
の
「
蕊
蒸
」
を
『
事
文
後
集
』
が
「
蒸
梨
」
と
誤
り
、
そ
れ
を
『
語
園
』
が
「
梨
ヲ
蒸
テ
。
未
ダ
・
ナ
マ
ム
シ
成
ル
」
と
そ
の
ま

ま
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
悔
草
』
の
「
曽
子
か
妻
〕
梨
の
な
ま
む
し
な
る
を
母
に
す
ゞ
め
た
り
」
と
い
う
記
述
は
、
問
題
の
箇
所

を
含
む
『
語
園
』
の
「
曽
子
ガ
妻
。
梨
ヲ
蒸
テ
。
未
ダ
。
ナ
マ
ム
シ
成
ル
ヲ
。
母
二
勧
メ
タ
リ
」
と
い
う
文
を
、
そ
の
ま
ま
敷
き
写
し
的
に

利
用
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ま
む
し
の
梨
と
い
う
ゲ
テ
物
は
、
『
孔
子
家
語
』
Ｉ
↓
『
事
文
後
集
』
ｌ
↓
『
語
園
』
ｌ
↓

『
悔
草
』
と
い
う
経
路
を
逆
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
る
。

『
悔
草
』
上
巻
第
三
話
の
場
合
も
、
『
語
園
』
と
の
直
接
的
関
連
を
言
う
一
証
左
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
悔
草
』
上
巻
第
一
話
は
、

子
ど
も
を
陶
冶
し
教
訓
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
論
じ
、
第
二
話
以
下
に
、
年
令
に
応
じ
て
の
各
論
を
展
開
す
る
。
第
二
話
の
、
満
一
歳
の

誕
生
日
に
、
幼
児
が
手
に
採
っ
た
品
物
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
い
先
き
を
占
う
と
い
う
試
児
の
記
事
は
、
『
語
園
』
上
巻
第
十
二
話
「
小
児

ノ
ォ
ヒ
サ
キ
ヲ
試
ム
ル
事
」
と
一
致
す
る
。
第
三
話
は
八
歳
児
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
の
年
ご
ろ
か
ら
幼
学
の
道
を
言
い
ふ
く
め
、
し
つ
け

を
与
え
る
こ
と
が
父
母
の
つ
と
め
で
あ
る
こ
と
を
「
孟
母
か
三
遷
の
こ
と
は
り
」
を
例
に
述
べ
、
ま
た
幼
く
し
て
聡
明
で
あ
っ
た
例
と
し

が
で
き
る
。

曽
参
後
母
遇
シ
テ
レ
之
ヲ
無
ン
レ
恩
。
供
養
不
し
衰
へ
・
其
／
妻
以
↑
一
蒸
シ
テ
レ
梨
雪
不
劃
壺
熟
罪
因
テ
出
ム
レ
之
零
。
人
ノ
曰
。
非
二
七
出
一
一
也
“
参
州
日
。
蒸
梨
小
物
耳
。
吾

欲
↓
レ
使
ト
レ
熟
七
而
シ
テ
不
レ
用
一
一
吾
命
晶
況
一
大
事
乎
ャ
家
語
Ｑ
事
文
後
集
』
巻
十
五
、
「
出
妻
」
）

梨
熟
セ
ズ
シ
テ
妻
ヲ
出
事
事
文

曽
子
継
母
二
事
ヘ
テ
。
孝
ヲ
コ
タ
ラ
ズ
。
曽
子
ガ
妻
。
梨
ヲ
蕪
テ
。
未
ダ
。
ナ
マ
ム
シ
成
ル
ヲ
。
母
一
一
勧
メ
タ
リ
、
曽
子
怒
テ
。
妻
ヲ
出
セ
リ
。
ア

ル
人
ノ
曰
〕
是
レ
セ
出
一
一
ア
ラ
ズ
。
イ
カ
デ
カ
。
妻
ヲ
出
セ
ル
。
曽
子
日
。
梨
ノ
熟
セ
ザ
ル
コ
ト
。
小
物
ナ
レ
バ
〕
苦
カ
ラ
ズ
。
去
ト
モ
吾
ョ
ク
蒸

テ
。
ス
、
メ
ョ
ト
。
ユ
イ
ヶ
ル
言
ヲ
用
ズ
。
懸
ル
小
事
ヲ
サ
ヘ
用
ズ
。
況
ャ
大
事
ヲ
ャ
。
（
『
語
園
』
上
・
沼
）

蒸
シ
テ
レ
梨
７
出
メ
レ
妻
、
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て
、
魏
の
蒼
好
の
逸
話
と
、
司
馬
温
公
の
鑿
瓶
の
こ
と
と
を
あ
げ
る
。
象
の
重
さ
を
計
る
の
に
舟
を
用
い
る
こ
と
を
案
出
し
た
と
い
う
蒼

鋳
の
逸
話
は
、
『
語
園
』
上
巻
第
三
話
「
舟
ニ
テ
象
ヲ
計
ル
事
」
と
一
致
す
る
。
試
児
と
蒼
好
と
は
、
と
も
に
、
例
の
〃
離
れ
″
の
部
分

に
お
い
て
も
、
『
語
園
』
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
『
悔
草
』
の
、
「
試
児
」
・
「
孟
母
三
遷
」
・
「
蒼
好
計
象
」
・
「
温
公
鑿
瓶
」
は
『
語
園
』
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
上
巻
の
第
十
二
・
十
三
話
、
第
三
・
四
話
な
の
で
あ
る
。
「
孟
母
三
遷
」
と
「
温
公
鑿
瓶
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
孟
母
が
三
遷
の
こ
と
は

り
」
「
司
馬
温
公
。
お
さ
な
き
時
。
か
め
を
わ
っ
て
児
を
た
す
け
給
ひ
し
事
」
と
い
う
わ
ず
か
な
記
述
で
あ
っ
て
、
『
語
園
』
と
の
一
致

を
吟
味
す
べ
く
も
な
い
し
、
と
く
に
典
拠
の
詮
索
を
必
要
と
し
な
い
、
ご
く
あ
り
き
た
り
の
故
事
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
、
ご
く

あ
り
き
た
り
の
故
事
は
、
く
だ
く
だ
し
い
引
用
を
省
略
し
て
簡
略
な
か
た
ち
で
利
用
し
た
も
の
、
と
考
え
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
悔

草
』
に
お
け
る
例
話
配
列
順
序
の
偶
然
は
納
得
が
行
く
こ
と
に
な
る
。
『
悔
草
』
の
二
つ
の
連
続
を
含
む
『
語
園
』
と
の
一
致
は
、
両
書

の
関
連
に
基
く
も
の
、
と
想
定
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
偶
然
は
偶
然
で
な
く
な
る
し
、
『
悔
草
』
下
巻
第
二
十
一
話
の
、
漁
台
滅
明

が
溺
死
し
た
愛
児
の
葬
り
を
否
み
、
篭
魚
の
つ
い
ぱ
み
に
任
せ
た
と
い
う
逸
話
と
そ
れ
に
続
く
、
「
或
は
子
夏
は
か
な
し
ひ
て
眼
を
そ
こ
な

ふ
。
東
門
呉
は
か
な
し
ま
ず
と
か
や
」
と
い
う
東
門
呉
の
話
と
が
、
『
語
園
』
で
も
「
子
水
二
溺
事
」
（
上
・
錨
）
「
子
死
テ
悲
マ
ヌ
事
」

（
上
・
“
）
と
、
隣
合
っ
て
並
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
く
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
『
悔
草
』
が
依
拠
し
た
典
籍
と
し
て
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
二
十
筒
の
例
話
が
『
語
園
』
に
出
目
を
有
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
詳
説
す
る
の
は
煩
わ
し
い
。
表
に
よ
っ
て
関
連
の
実
態
を
示
す
に
止
め
た
い
。

悔

草

上
２
児
の
生
れ
て
又
の
年
・
…
：

３
魏
の
太
祖
。
象
の
お
も
さ
を
．
…
．
、

５
唐
に
有
人
若
年
の
時
：
・
・
・
．

‐|－‐｜

上上上|語’
193121園

原
拠

事
文
（
後
集
巻
五
）

三
国
志
（
巻
二
○
）

事
文
（
後
集
巻
六
）

一 一
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仮名草子における典拠の問題（渡辺）

『
悔
草
』
の
漢
籍
に
原
拠
を
持
つ
例
話
や
引
用
は
、

な
典
籍
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

９
曽
子
は
継
母
に
孝
行
な
り
．
：
…

上
乃

⑩
唐
に
萢
文
公
は
・
・
・
…

下
記

畑
唐
に
妻
な
き
人
有
・
・
・
・
．
．
一
下
部

調
萢
元
瑛
が
家
の
竹
の
子
…
・
・
．
上
部
一

有
国
ざ
か
ひ
に
〕
瓜
の
能
を
・
・
心
：
．
上
弘
一

鍋
有
妻
の
乗
物
と
。
入
道
の
乗
物
と
…
…
上
記
一

中
６
虎
は
百
獣
を
。
ぶ
く
す
た
け
き
物
也
．
：
…
下
６
－

下
弘

８
唐
の
魏
公
の
臣
下
。
あ
や
ま
っ
て

し
ゆ
く
ん
の
御
馬
の
く
ら
鼠
に
か
ぶ
ら
せ
・
・
・
．
：

量
下
肥
一

量
獅
細
一

皿
唐
に
林
宗
と
て
。
名
を
得
し
人
…
．
：

配
も
ろ
こ
し
謝
安
と
云
人
．
．
…
．

朋
唐
に
粛
公
と
云
人
一
上
弱
一

一
杯
秘
一

羽
唐
に
陸
賀
が
い
は
く
…
．
：

富
貴
の
人
は
耳
大
き
な
る
・
…
・
・

拠
唐
の
太
祖
。
数
万
の
つ
は
も
の
。
ひ
き
ぐ
し
て
：
．
…
一
上
開
一

下
旭
唐
の
安
子
は
。
御
殿
の
鼠
に
。
…
．
．

｜
下
肥
一

皿
滅
明
が
子
は
）
水
に
搦
て
・
・
・
…
上
侭
一

○
原
拠
と
は
、
『
語
園
』
の
明
示
す
る
出
典
〕
カ
ッ
コ
内
は
そ
の
詳
細
。

一
一

一
一

『
語
園
』
一
書
だ
け
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
に
ど
の
よ
う

事
文
（
後
集
巻
一
五
）

事
文

家
語
（
巻
二
）

事
文
（
後
集
巻
二
五
）
一

（
一
ロ
マ
）

晉
書
（
新
書
、
退
謙
）
一

事
文
（
後
集
巻
三
）

文
選
注

郵
敵
士
》
州
雌
蠅
雅
淋
勝
）
讐

後
漢
書
（
郭
太
伝
）

事
文
（
後
集
一
九
）

類
説

西
京
雑
記
（
巻
之
三
）

事
文
（
後
集
巻
一
九
）
｜

晏
子
春
秋
（
巻
三
）

事
文

上
弘
の
『
音
譜
』
は
『
新
書
』
の
誤
り
」
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陶
渕
明
が
地
方
官
と
し
て
赴
任
す
る
に
当
り
、
故
郷
に
あ
っ
て
留
守
を
あ
ず
か
る
息
子
の
も
と
に
下
僕
を
造
し
、
仁
愛
を
も
っ
て
使
役

す
る
よ
う
に
と
言
い
や
っ
た
添
状
の
こ
と
が
『
悔
草
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

渕
明
は
子
の
方
へ
・
や
つ
ど
遣
し
け
る
時
い
は
く
。
此
者
も
。
人
の
子
な
れ
は
。
我
汝
を
お
も
ふ
こ
と
く
。
あ
ら
ん
程
に
。
懇
に
。
あ
は
れ
み
遣
ふ

く
し
と
い
へ
り
。
（
『
悔
草
』
中
・
５
）

こ
の
逸
話
は
、
内
容
が
人
々
の
共
感
を
そ
そ
っ
た
ら
し
く
、
当
時
の
書
物
に
し
ば
し
ば
寓
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
を
手
近
か
な
書

物
か
ら
引
い
て
み
れ
ば
、
即
座
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
が
る
。

遣
一
ブ
レ
カ
ー
助
ク
レ
労
ヲ

陶
潜
為
ル
ー
彰
沢
ノ
令
卜
一
不
一
一
以
レ
家
ｌ
累
ヲ
自
随
卦
送
》
ア
ニ
ー
カ
事
《
給
璽
｜
プ
｜
一
其
／
子
一
筆
三
日
“
汝
ゞ
旦
夕
↓
之
費
。
自
給
ス
ル
コ
ト
為
ズ
レ
難
シ
ト
。
今
遣
“
テ
ニ
此
カ
ラ
ー
、

助
ク
ニ
汝
薪
水
／
之
労
晶
此
レ
提
亦
人
ノ
子
ナ
リ
可
シ
ニ
善
ク
遇
爽
痘
之
．
（
『
事
文
後
集
』
巻
十
七
、
「
奴
僕
」
）

コ

タ
ン
ゼ
キ
ツ
イ
ヘ
ミ

カ
タ

ヤ

シ
ン
一
フ
世
ワ

コ

陶
渕
明
与
フ
ル
レ
子
二
書
二
云
。
汝
ヵ
旦
夕
ノ
之
費
自
給
《
ル
コ
ト
為
ズ
レ
難
葦
－
．
今
遣
リ
テ
’
一
此
ノ
カ
ヲ
｜
助
一
一
ク
汝
ヵ
薪
水
ノ
労
皐
一
亦
人
ノ
子
寸
リ
也
。
可
シ
ニ
善
ク
遇
昏
之
二
。

渕
明
ガ
子
ノ
所
へ
一
カ
ヲ
ャ
ル
ト
キ
’
一
・
如
レ
此
云
ヤ
ル
ナ
リ
。
汝
力
朝
夕
ノ
シ
ハ
サ
。
自
ラ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
カ
タ
カ
ル
ヘ
シ
。
力
ハ
ャ
ッ
コ
ナ
リ
。

此
ヤ
ッ
コ
ヲ
ャ
リ
テ
。
汝
カ
タ
メ
ニ
・
柴
薪
ヲ
ト
ラ
セ
。
水
ヲ
ク
マ
ス
ル
ナ
リ
。
此
ヤ
ッ
コ
モ
。
人
ノ
子
ナ
レ
ハ
・
其
ヲ
ヤ
ノ
子
ヲ
オ
モ
フ
コ
ト

８

ハ
・
我
力
汝
ヲ
オ
モ
フ
如
ク
ア
ル
ヘ
キ
ホ
ト
’
一
．
此
ヤ
ッ
コ
ヲ
。
ネ
ン
コ
ロ
’
一
ョ
ク
ァ
ハ
レ
ミ
ッ
カ
フ
ヘ
シ
。
（
『
童
観
紗
』
伽
段
）

陶
渕
明
ガ
ー
力
を
や
と
ひ
。
我
子
の
も
と
へ
送
り
て
。
汝
の
薪
水
の
労
を
た
す
く
。
是
も
又
人
の
子
也
。
よ
く
遇
す
べ
し
と
い
へ
る
。
仁
愛
の
道

む
か
し
、
陶
渕
明
と
云
る
人
、
菊
を
愛
し
て
う
へ
け
る
と
ぞ
。
此
人
あ
る
時
。
わ
が
子
の
も
と
へ
、
り
き
と
い
へ
る
も
の
を
つ
か
は
し
け
る
と
て
、

文
を
そ
へ
て
や
る
。
其
文
の
詞
に
日
、
我
汝
を
は
ゆ
く
恩
ふ
ゆ
へ
に
、
此
り
き
を
や
り
て
つ
か
は
す
る
そ
。
何
事
に
て
も
て
づ
か
ら
す
る
事
な
か

れ
。
あ
る
時
は
柴
を
と
ら
せ
て
薪
と
し
、
い
づ
み
を
く
ま
せ
て
は
茶
の
水
と
せ
よ
。
さ
り
な
が
ら
、
我
汝
を
か
は
ゆ
く
思
ふ
や
う
に
、
此
り
き
が
お

や
、
又
り
き
を
も
か
は
ゆ
く
思
ふ
く
し
。
さ
る
ほ
ど
に
、
不
便
に
恩
ひ
情
を
か
け
て
つ
か
ふ
く
し
、
と
か
け
り
。
り
き
と
は
中
間
な
と
云
る
類
の
者

也
。
（
『
野
槌
』

む
か
し
、
陶
荊

れ
。
あ
る
時
は
柴
を
と
ら
座

や
、
又
り
き
を
も
か
は
ゆ
／

也
。
（
『
可
笑
記
』
五
ｌ
認
）

陶
渕
明
と
い
ふ
人
は
。
き
峰

下
之
一
、
皿
段
）

き
は
め
て
賢
人
の
名
を
得
た
り
。

そ
の
子
に
被
官
の
め
し
つ
か
ひ
を
や
ら
る
§
時
に
。
汝
か
な
ら
す
〕
此
も
の
に
不
敏
を
か
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陶
渕
明
の
こ
の
逸
話
を
利
用
す
る
書
物
は
ま
だ
こ
の
他
に
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
黒
髪
山
の
条
で
、
同
行
者
曽
良
の

こ
と
を
紹
介
す
る
「
余
が
薪
水
の
労
を
助
く
」
と
い
う
行
文
は
、
従
来
、
梁
の
昭
明
太
子
撰
『
陶
靖
節
伝
』
に
基
く
も
の
、
と
さ
れ
て
き

た
が
、
も
っ
と
芭
蕉
の
身
近
に
あ
り
、
簡
便
で
あ
っ
た
書
物
と
の
関
連
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
『
童
観
妙
』
の
こ
こ
に
掲
げ
た
記

９

事
の
う
ち
か
ら
表
現
を
採
っ
た
も
の
、
と
す
る
説
が
あ
っ
た
り
す
る
。

右
に
羅
列
し
た
「
渕
明
一
力
」
の
逸
話
は
、
長
短
精
粗
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
の
影
響
関
係
を
想
定
し
て
み
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
『
悔
草
』
が
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
と
関
連
を
持
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
は
で
き

そ
う
で
あ
る
。
原
話
の
最
後
の
部
分
「
可
善
遇
之
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
が
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
が
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

Ｃ
懇
に
よ
く
あ
は
れ
み
使
ふ
く
し

と
す
る
も
の
と
の
二
つ
に
分
か
れ
、
右
に
羅
列
し
た
各
例
を
、
こ
の
三
種
類
の
ど
れ
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
例
外
の
存
在
し
な
い
こ

と
す
る
も
の
と
、

と
直
訳
す
る
も
の
と
、
こ
と
ば
を
補
っ
て
和
訳
を
試
み
た
も
の
、
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
後
者
は
、
さ
ら
に

Ｂ
不
便
（
敏
）
に
思
ひ
、
め
し
使
ふ
く
し

と
な
る
。 け

て
め
し
つ
か
ふ
く
し
。
こ
れ
も
ま
た
人
の
子
な
り
と
。
か
き
て
つ
か
は
し
け
る
と
也
９
（
『
堪
忍
記
』
九
ノ
三
）

つ
か
ひ
曲
の

や
ご

陶
渕
明
が
子
の
所
へ
使
者
を
や
る
と
て
、
汝
が
朝
夕
の
仕
業
、
自
ら
す
る
事
な
り
が
た
か
る
べ
し
。
此
も
の
家
つ
子
な
り
。
此
家
つ
子
を
や
り
て
、

汝
が
為
に
柴
薪
を
と
ら
せ
、
水
を
く
ま
す
る
な
り
。
此
家
つ
子
も
人
の
子
な
れ
ば
、
其
親
の
子
を
思
ふ
事
は
、
わ
が
汝
を
思
ふ
如
く
あ
る
べ
き
程

に
、
此
者
を
懇
に
よ
く
憐
み
使
ふ
く
し
と
い
ひ
や
り
ぬ
。
（
『
わ
ら
ん
べ
草
』
犯
段
）

Ａ
善
ク
コ
レ
ヲ
遇
ス
ベ
シ
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と
が
わ
か
る
．
そ
れ
ぞ
れ
の
範
蠕
の
う
ち
に
お
け
る
影
響
関
係
を
吟
味
し
て
み
る
こ
と
は
、
い
ま
、
こ
こ
で
は
必
要
あ
る
ま
い
。
「
懇
に
。

あ
は
れ
み
造
ふ
く
し
」
と
い
う
『
悔
草
』
の
属
す
る
Ｃ
類
に
限
っ
て
、
そ
れ
を
行
え
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
類
に
属
す
る
の
は
他
に

は
、
『
童
観
紗
』
の
カ
ナ
書
き
部
分
と
『
わ
ら
ん
べ
草
』
と
で
あ
る
。
『
わ
ら
ん
べ
草
』
の
完
成
は
万
治
三
（
三
ｅ
年
十
二
月
で
あ
り
、

Ｏ

そ
の
粗
稿
で
あ
る
「
昔
語
」
も
慶
安
四
（
一
套
一
）
年
の
成
立
で
あ
っ
て
、
正
保
四
（
一
茜
も
年
刊
行
の
『
悔
草
』
に
遅
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
典
拠
と
し
て
の
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
残
る
の
は
『
童
観
紗
』
だ
け
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
童
観

紗
』
で
刊
記
を
持
つ
も
の
は
万
治
二
年
版
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
求
版
本
と
さ
れ
て
い
る
。
別
に
無
刊
記
版
が
二
種
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一

種
が
寛
永
版
と
さ
れ
て
い
て
、
年
代
的
に
『
悔
草
』
の
典
拠
た
り
う
る
．
両
書
の
「
渕
明
一
力
」
の
逸
話
の
文
章
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、

「
悔
草
』
は
『
童
観
抄
』
の
段
末
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
も
の
、
と
の
印
象
を
受
け
る
。
す
な
わ
ち
、
『
童
観
抄
』
の
カ
ナ
書

と
い
う
文
章
の
う
ち
の
括
弧
で
く
く
っ
た
部
分
を
省
き
、
省
略
を
行
な
っ
た
が
ゆ
え
に
文
意
が
通
じ
に
く
く
な
っ
た
辞
句
の
は
し
ば
し

０

に
、
い
さ
さ
か
の
修
正
を
加
え
て
み
る
と
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
『
悔
草
』
の
文
章
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
『
童
観
妙
』
を
「
悔
草
』
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
と
の
予
見
が
成
立
す
る
。
こ
の
予
見
を

も
と
に
、
両
書
の
関
連
を
認
定
し
う
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
討
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
知
ら
ぬ
国
へ
入
は
。
禁
制
の
事
を
と
ひ
。
其
門
家
に
入
て
は
。
其
い
む
事
を
と
ふ
へ
し
。
」
と
い
う
教
誠
の
言
は
、
先
行
の
仮
名
草

子
『
可
笑
記
』
の
一
他
国
へ
行
候
は
出
、
ま
づ
そ
の
国
所
の
徒
法
度
を
、
や
ど
の
あ
る
じ
に
念
比
に
た
つ
ね
と
ふ
く
し
」
（
三
１
羽
）
を
念

き
部
分
の
う
ち
、

渕
明
ガ
子
ノ
所
へ
一
カ
ヲ
ャ
ル
ト
キ
ニ
・
如
レ
此
云
ヤ
ル
ナ
リ
噌
八
汝
力
朝
夕
ノ
シ
ハ
サ
…
…
水
ヲ
ク
マ
ス
ル
ナ
リ
暦
Ｖ
此
ヤ
ッ
コ
モ
。
人
ノ
子
ナ
レ

ハ
・
八
其
ヲ
ヤ
ノ
子
ヲ
オ
モ
フ
コ
ト
ハ
ー
Ｖ
我
ガ
汝
ヲ
オ
モ
フ
如
ク
ア
ル
ヘ
キ
ホ
ト
’
一
・
八
此
ヤ
ッ
コ
ヲ
ｃ
Ｖ
ネ
ン
コ
ロ
ニ
ハ
ョ
ク
Ｖ
ア
ハ
レ
ミ
ッ
カ

フ
ヘ
シ
。

－172－



仮名草子における典拠の問題（渡辺）

先
に
『
悔
草
』
と
の
関
連
を
問
題
と
し
た
『
語
園
』
は
、
『
列
女
伝
』
の
こ
の
一
節
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

舅
其
ョ
メ
ヲ
留
事
列
女
伝

孟
子
已
要
り
。
室
二
入
ン
ト
セ
シ
ニ
。
ソ
ノ
妻
室
ノ
中
二
・
膚
ヲ
少
著
シ
テ
居
タ
リ
。
孟
子
見
テ
。
ソ
レ
ョ
リ
室
二
人
事
ナ
シ
。
終
二
。
ソ
ノ
メ
ニ

近
ク
事
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
・
女
孟
子
ノ
母
一
一
。
暇
ヲ
乞
ケ
リ
。
母
孟
子
ヲ
呼
デ
。
イ
ヒ
ケ
ル
ハ
・
其
礼
ハ
堂
一
一
昇
ト
テ
ハ
。
マ
ヅ
声
ヲ
揚
。
是
人
ヲ
禁

ル
故
也
。
又
戸
二
至
ト
テ
ハ
・
必
下
シ
テ
見
。
是
人
ノ
過
チ
ヲ
見
ル
事
ヲ
。
ヲ
ソ
ル
故
也
。
今
汝
礼
ヲ
去
テ
。
妻
ヲ
責
ル
ト
云
ト
モ
・
却
テ
汝
ガ
。

過
一
一
・
ア
ラ
ズ
ャ
〕
孟
子
終
｝
一
妻
ヲ
。
留
タ
リ
。
（
『
語
園
』
上
．
、
）

『
語
園
』
は
『
列
女
伝
』
の
文
章
の
要
点
を
摘
ん
で
ま
と
め
、
文
体
も
言
い
換
え
を
多
用
し
て
い
て
、
『
悔
草
』
の
文
章
に
近
づ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
悔
草
』
は
『
列
女
伝
』
に
直
接
依
っ
た
の
で
は
な
く
、
『
語
園
』
に
類
す
る
和
訳
も
の
を
利
用
し
た
も
の
と
の
推

測
が
こ
こ
に
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
な
二
十
箇
の
例
話
が
関
連
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
に
も

教
械
の
主
旨
と
例
話
の
内
容
と
が
必
ず
し
も
し
っ
く
り
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
の
例
話
の
原
拠
は
、
『
列
女
伝
』
巻

一
の
「
椰
孟
緬
母
」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

頭
に
置
い
て
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
『
悔
草
』
は
、
そ
の
例
話
と
し
て
、
妻
を
離
縁
し
よ
う
と
し
た
而
子
を
、
澁
母
が
説
諭
し
た
と

い
う
説
話
を
用
い
て
い
る
。
『
悔
草
』
の
そ
の
例
話
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

孟
子
外
よ
り
か
へ
ら
れ
し
に
其
妻
。
肩
を
ぬ
ぎ
て
ゐ
た
り
。
孟
子
見
て
い
か
り
け
り
。
か
の
つ
ま
孟
子
の
母
に
む
か
ひ
。
角
と
云
て
暇
を
こ
ふ
。
母

聞
て
ま
う
じ
を
よ
び
て
い
は
く
。
門
に
い
ら
ん
と
て
は
誰
か
有
と
と
ひ
。
堂
に
上
ら
ん
時
は
。
帯
よ
り
下
を
見
る
。
人
の
あ
や
ま
り
。
見
ま
じ
き
為

な
り
。
孟
子
聞
給
ひ
て
。
妻
を
さ
ら
ざ
り
け
り
〕
（
『
悔
草
」
上
・
羽
）

孟
子
既
姿
将
入
私
室
其
婦
担
而
在
内
孟
子
不
悦
遂
去
不
入
婦
辞
孟
母
而
求
去
日
妾
聞
夫
婦
之
道
私
室
不
与
焉
今
者
妾
籟
堕
在
室
而
夫
子
見
妾
勃
然
不

悦
是
客
妾
也
婦
人
之
義
蓋
不
客
宿
請
帰
父
母
子
是
孟
母
召
孟
子
而
謂
之
日
夫
礼
将
入
門
間
敦
存
所
以
致
敬
也
将
上
堂
声
必
揚
所
以
戒
人
也
将
入
戸
視

⑫

必
下
恐
見
人
過
也
今
子
不
察
於
礼
而
責
礼
於
人
不
亦
遠
乎
孟
子
謝
遂
留
其
婦
君
子
謂
孟
母
知
礼
而
明
於
姑
母
之
道
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『
童
観
紗
』
は
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
は
じ
め
に
出
典
を
示
し
、
次
に
、
句
読
点
や
送
り
が
な
等
を
付
け
た
原
文
を
掲
げ
、
そ
の
和
訳
を

割
注
の
か
た
ち
で
カ
ナ
交
り
文
に
よ
っ
て
述
べ
る
。
カ
ナ
交
り
文
部
分
に
は
、
和
訳
の
他
に
語
釈
、
典
拠
の
解
説
等
を
も
交
え
、
ま
れ
に

は
そ
の
逸
話
を
も
と
に
し
て
の
教
訓
を
加
え
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
和
訳
は
訓
読
に
終
る
こ
と
は
な
く
、
右
に
見
る
よ
う
に
、
大
胆
な

意
訳
を
交
え
た
、
こ
な
れ
た
文
章
で
あ
っ
て
、
〃
童
観
″
と
い
う
書
名
の
通
り
に
懇
切
丁
寧
で
あ
る
。

帰
宅
し
た
者
の
礼
法
が
『
童
観
妙
』
に
は
①
②
③
と
も
に
完
備
し
て
い
る
。
ま
た
『
列
女
伝
』
を
も
と
に
『
童
観
紗
』
の
カ
ナ
書
き
部

分
が
行
な
っ
て
い
る
大
胆
な
意
訳
、
す
な
わ
ち
『
列
女
伝
」
の
文
章
か
ら
の
離
れ
と
、
『
悔
草
』
の
文
章
と
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
例
の
場
合
に
は
、
『
悔
草
』
は
『
語
園
』
に
依
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
と

こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
原
拠
の
『
列
女
伝
』
で
、
孟
母
が
語
る
、
帰
宅
し
た
者
の
順
守
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
礼
法
は
①
「
入
門
問
執
存
」
、

②
「
上
堂
声
必
揚
」
、
③
「
人
戸
視
必
下
」
の
三
箇
条
で
あ
る
。
『
語
園
』
に
は
、
そ
の
う
ち
の
②
と
③
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
悔
草
』

も
二
箇
条
で
は
あ
る
が
、
①
と
、
も
う
一
つ
は
②
③
を
混
渭
し
た
一
箇
条
と
、
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
孟
母
留
嫁
」
が
『
童
観
紗
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

列
，
ツ
レ

（
↓
崗
寺
）

列
女
伝
二
云
。
孟
母
〃
日
。
夫
レ
礼
二
将
ニ
レ
入
ン
ト
レ
門
二
問
フ
ニ
執
ヵ
存
ブ
老
所
．
以
十
リ
致
『
音
敬
ヲ
也
・
将
ニ
レ
上
ラ
ン
ト
レ
堂
二
声
必
ス
楊
ク
。
所
．
以
杢
訓
戒
ル
諺
人
劃
也
〕

ス
ル
ト
キ
ハ

ス
ル
ト
キ
ハ

ア
ヤ
マ
チ

将
ニ
レ
入
ン
ト
レ
戸
二
視
ル
コ
ト
必
吻
下
“
認
。
恐
テ
ナ
リ
レ
見
。
＃
ヲ
二
人
／
過
ソ
｜
也
。

ト
キ
ハ

孟
子
外
ョ
リ
カ
ヘ
リ
テ
。
室
一
一
入
レ
ハ
・
ソ
ノ
妻
カ
タ
ヌ
イ
テ
内
一
一
ア
リ
。
孟
子
ョ
ロ
コ
ヒ
ス
。
ソ
ノ
妻
。
孟
子
ノ
母
一
一
ム
カ
イ
テ
イ
ト
マ
ヲ
コ

フ
。
母
孟
子
ヲ
ョ
ン
テ
右
ノ
語
ヲ
ツ
グ
ル
也
。
礼
法
一
一
門
二
入
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
・
タ
レ
カ
ァ
ル
ト
問
う
。
コ
レ
ッ
、
シ
、
、
、
ノ
ュ
ヘ
ナ
リ
。
堂
一
一
ノ

ヲ
ヒ

ボ
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
・
コ
ハ
ヅ
ク
リ
シ
テ
ノ
ホ
ル
〕
人
一
一
用
心
サ
セ
ン
タ
メ
ナ
リ
。
戸
一
一
入
ン
ト
ス
ル
時
ハ
・
帯
ヨ
リ
下
ヲ
ミ
ル
・
人
ノ
ア
ャ
マ
チ

ヲ
、
、
、
マ
ジ
キ
ガ
タ
メ
ナ
リ
。
コ
レ
礼
法
ノ
サ
ダ
マ
レ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
今
。
孟
子
コ
ノ
礼
ヲ
オ
コ
ナ
ハ
ス
シ
テ
。
妻
ノ
カ
タ
ヌ
ゲ
ル
ヲ
ミ

テ
。
コ
レ
ヲ
セ
ム
ル
コ
ト
ィ
カ
ン
ゾ
ャ
ト
ィ
ヒ
ケ
レ
ハ
・
孟
子
ソ
ノ
妻
ヲ
卜
、
メ
テ
サ
ラ
ザ
リ
キ
。
時
ノ
人
孟
母
力
礼
ヲ
シ
ル
コ
ト
ヲ
ホ
メ
タ
リ
。

（
『
童
観
妙
』
皿
段
）
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は
、
次
に
掲
げ
る
諸
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
次
に
掲
げ
る
各
例
は
、
最
初
の
行
が
『
悔
草
』
、
第
二
行
目
以
下
、

下
げ
た
各
行
が
、
右
か
ら
順
に
『
列
女
伝
』
『
語
園
』
『
童
観
紗
』
で
あ
る
。

外
よ
り
か
へ
ら
れ
し
に

堂
に
上
ら
ん
時
は
［
Ⅱ
Ｉ
Ｕ

肩
を
ぬ
い
で
い
た
り

門
に
い
ら
ん
と
て
は
誰
か
有
と
と
ひ

入
門
問
執
存

室
二
入
ン
ト
セ
シ
’
－

４
，
Ｊ
″
込
、
″
″
巳
、
″
ｆ
ｎ
Ｂ
″
″
ｕ
、
。
ｆ
■
、
〃
７
ｋ
、
〃
Ｋ
、
‐
‐
‐
、
、
‐
ゴ
ー
、
“
〃
凪
、
Ｊ
〃
且
、
■
〃
Ｉ
、
‘

外
ョ
リ
カ
ヘ
リ
テ
。
室
一
一
入
レ
ハ

将
入
私
室

堂
一
一
昇
ト
テ
ハ
。
マ
ヅ
声
ヲ
揚

堂
ニ
ノ
ボ
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
。
コ
ハ
ッ
ク
リ
シ
テ
ノ
ポ
ル

‐
、
．
‐
Ｌ
Ｌ
ｈ
副
Ｉ
、
、
‐
、
、
。
、
‐
１
，
１
１

門
二
入
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
・
タ
レ
カ
ア
ル
ト
問
う

膚
ヲ
少
著
シ
テ
居
タ
リ

、
？
ｈ
Ｕ
〃
Ｌ
Ｂ
″
日
、
〃
Ｌ
、
″
Ｅ
、
Ｊ
‐
。
、
ノ
ー
、
夕
ｉ
、
／
ｔ

カ
タ
ヌ
イ
テ
内
ニ
ア
リ

祖
而
在
内

将
上
堂
声
必
揚

堂
一
一
昇
ト
テ
ハ
。

（
ナ
シ
）

行
頭
を
一
宇
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戸
一
一
至
ト
テ
ハ
〕
必
下
シ
テ
見
。
是
人
ノ
過
チ
ヲ
見
ル
事
ヲ
。
ヲ
ソ
ル
、
故
也

戸
二
人
ン
ト
ス
ル
時
ハ
・
帯
ョ
リ
下
ヲ
ミ
ル
。
人
ノ
ア
ャ
マ
チ
、
、
《
マ
ジ
キ
ガ
タ
メ
ナ
リ

こ
の
よ
う
に
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
童
観
紗
』
の
カ
ナ
書
き
部
分
が
、
言
い
か
え
や
、
説
明
の
こ
と
ば
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
列
女
伝
』
か
ら
〃
離
れ
〃
て
い
る
様
態
が
鮮
明
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
〃
離
れ
″
の
う
ち
、
『
悔
草
』
の
表
現
と
重
な
り
合
う
箇
所
を
、

傍
線
を
施
し
て
示
し
た
。
『
悔
草
』
の
「
孟
母
留
嫁
」
の
一
話
は
『
列
女
伝
』
を
原
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
列
女
伝
』
あ
る
い
は

そ
の
書
下
し
的
直
訳
的
な
も
の
に
依
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
語
園
』
『
童
観
妙
』
の
よ
う
な
仮
名
抄
的
な
冗
舌
な
文
体
の
も
の
に
基
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
先
の
「
渕
明
一
力
」
の
例
の
検
討
の
結
果
と
し
て
得
た
予
見
に
、
こ
の
「
孟
母
留
嫁
」
の
一
話
に

表
わ
れ
た
、
数
少
な
く
な
い
〃
離
れ
″
と
の
重
り
合
い
の
実
態
を
併
せ
て
考
え
る
と
き
、
『
悔
草
』
の
典
拠
の
一
と
し
て
『
童
観
妙
』
を

認
め
う
る
と
い
う
結
論
に
至
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
悔
草
』
の
典
拠
と
し
て
『
童
観
抄
』
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
そ
の
姉
妹
篇
と
し
て
読
ま
れ
た
、
同
じ
く
羅
山
の
手
に
な
る

啓
蒙
的
仮
名
抄
『
届
言
抄
』
と
の
関
連
を
も
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
結
論
を
先
に
す
る
な
ら
ば
、
『
盾
言
抄
』
と
の
関
連
を
認
め

る
こ
と
の
で
き
る
箇
所
が
『
悔
草
』
に
四
箇
所
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
つ
一
つ
を
姐
上
に
あ
げ
る
煩
は
さ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
最
も
短

い
例
一
つ
だ
け
を
採
り
あ
げ
、
他
は
『
童
観
抄
』
の
場
合
に
得
た
結
論
に
準
拠
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
悔
草
』
下
巻
「
物
せ
は
し
き
を
き
ら
は
る
事
」
と
い
う
題
の
一
話
の
う
ち
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

老
子
も
。
国
を
お
さ
む
る
に
。
余
事
多
き
は
。
民
く
た
び
れ
て
。
却
て
み
だ
れ
な
ん
。
小
魚
を
煮
に
。
い
ろ
う
事
し
げ
洩
れ
は
。
砕
る
物
と
た
と
へ

た
り
。
（
『
悔
草
』
下
・
岨
）

『
老
子
』
第
六
十
章
の
「
治
十

ｎ
Ⅱ
Ⅱ
］
帯
ョ
リ
下
を
見
る
〕
人

将
入
戸
視
必
下
恐
見
人
過
也

戸
一
一
至
ト
テ
ハ
・
必
下
シ
テ

「
治
大
国
若
烹
小
鮮
‐
一
が
原
拠
で
あ
る
。
『
老
子
』
で
は
、
そ
の
先
が
「
以
道
茄
天
下
其
鬼
不
神
・
…
：
」
と
続
い

人
の
あ
や
ま
り
〕
見
ま
じ
き
為
な
り
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文
意
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
で
充
分
で
あ
る
が
、
『
韓
非
子
』
の
こ
の
文
章
を
「
悔
草
』
に
あ
る
よ
う
に
、
な
め
ら
か
な
も
の
に
変
え
る

の
は
、
よ
ほ
ど
の
手
だ
れ
で
な
く
て
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
井
上
小
左
衛
門
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
老
子
』
の
こ
の
文
言
を
、
『
韓
非
子
』
の
解
釈
に
従
っ
て
冗
舌
に
説
明
し
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
を
『
悔
草
』
の
依

拠
し
た
典
籍
と
し
て
想
定
し
て
み
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
条
件
を
、
次
に
掲
げ
る
も
の
が
満
た
し
て
い
る
。

０

『
届
言
抄
』
の
こ
の
箇
所
は
、
『
老
子
』
を
『
韓
非
子
』
の
解
釈
に
従
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
口
述
の
際
の
羅
山
の
口
調
が

留
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
見
『
韓
非
子
』
を
想
起
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
、
漢
文
臭
を
脱
し
た
、
な
め
ら
か
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
文
章
を
、
あ
る
い
は
こ
と
ば
遣
い
を
『
悔
草
』
が
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
て
利
用
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
が
、
傍
線
を
施

し
た
部
分
の
比
べ
合
せ
を
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

『
届
言
抄
』
『
童
観
紗
』
の
他
に
、
『
三
徳
抄
』
に
基
い
た
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
例
を
も
、
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

季
文
子
と
云
人
。
三
度
．

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』

と
え
ば

て
い
て
、
『
悔
草
』
ほ
ど
詳
し
い
説
明
は
な
い
。
『
韓
非
子
吟
に
、
こ
の
語
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
文
章
が
あ
る
。

烹
小
鮮
而
数
僥
之
。
則
賊
其
沢
。
治
大
国
而
数
変
法
。
則
民
苦
之
。
是
以
有
道
之
君
貴
虚
静
而
重
変
法
。
故
日
。
治
大
国
者
若
烹
小
鮮
。
（
『
韓
非

治
ル
ハ
ニ
大
国
ヲ
｜
如
シ
レ
烹
ル
ヵ
ニ
小
鮮
訓
一
老
子
経

是
ハ
・
国
ヲ
治
ル
ー
・
余
事
多
紛
シ
ヶ
レ
ハ
・
其
国
草
臥
ツ
カ
レ
テ
心
返
テ
乱
ル
、
也
。
小
鮮
ハ
・
小
魚
也
。
小
魚
ヲ
烹
二
瞼
フ
。
甚
タ
・
イ
ロ

⑬

ヶ
、
レ
ハ
・
魚
砕
ケ
テ
。
粥
ノ
如
ク
成
也
。
。
：
…
（
。
巴
言
抄
』
焔
段
）

子烹
一小
巻鮮
六而
、数
解僥
老之
一Q

『
悔
草
』
上
巻
十
七
話
に
、

三
度
し
あ
ん
し
て
。
お
こ
な
ひ
け
れ
は
。
孔
子
聞
給
ひ
。
二
度
思
案
せ
ぱ
。
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
宣
へ
り
。

の

ウ
事
。
シ
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そ
し
て
、
「
季
文
子
三
タ
ビ
思
案
シ
テ
」
と
「
マ
ナ
ベ
ド
モ
思
按
セ
ザ
ル
ハ
」
の
、
『
論
語
』
に
関
連
し
た
二
つ
の
文
言
は
、
い
ず
れ
も

『
三
徳
抄
』
の
「
思
案
分
別
卜
云
事
ハ
」
で
始
ま
る
一
話
中
に
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
悔
草
』
の
「
思
案
分
別
を
。
し
た
ふ

事
」
で
始
ま
る
「
し
あ
ん
分
別
し
た
ふ
へ
き
事
」
（
上
巻
”
話
）
と
『
三
徳
抄
』
と
の
間
に
関
連
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る

と
『
悔
草
』
の
、

続
け
て
述
べ
ら
れ
る

ブ
（
》
○

子
日
、
学
而
不
レ
思
則
闇
。
思
而
不
し
学
則
殆
。

と
す
る
の
は
不
充
分
で
あ
り
、
『
論
語
集
注
』
に
あ
る
右
の
一
段
の
注

不
レ
求
二
諸
心
］
・
故
昏
而
無
し
得
。
不
し
習
一
其
事
一
。
故
危
而
不
レ
安
・

が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
近
い
の
で
あ
る
が
、
表
現
に
懸
隔
が
あ
っ
て
、
典
拠
と
認
め
る
の
に
跨
踏
さ
せ
ら
れ
、

マ
ナ
ピ
ナ
ラ
ハ

マ
ナ
ベ
ド
モ
思
按
セ
ザ
ル
ハ
、
心
一
一
合
点
ナ
ク
シ
テ
ク
ラ
シ
。
又
、
思
按
ス
レ
ド
モ
学
習
ザ
レ
バ
、
心
ニ
フ
シ
ン
ァ
リ
テ
ヲ
ダ
ャ
カ
ナ
ラ
ズ
・

と
い
う
『
三
徳
抄
』
の
文
言
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
『
悔
草
』
の
先
の
例
と
一
致
す
る
も
の
に
逢
着
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

又
学
び
て
も
。
思
案
な
け
れ

の
典
拠
を
『
論
語
』
為
政
篇
の

子
日
、
学
而
不
レ
思
則
闇
。
函

と
す
る
の
は
不
充
分
で
あ
り
、

季
文
子
卜
云
人
ノ
三
タ
ビ
思
案
シ
テ
行
ヒ
ケ
レ
バ
、
孔
子
キ
、
テ
、
ブ
タ
、
ビ
思
按
セ
バ
ョ
カ
ラ
ン
ト
ィ
ヘ
リ
。

と
い
う
羅
山
の
和
訳
の
方
が
、
『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
文
章
よ
り
も
、
辞
句
の
は
し
ば
し
ま
で
近
似
す
る
し
、
『
悔
草
』
で
、
こ
の
引
用
に

の
こ
と
で
あ
る
が
、

季
文
子
三
思
而
後
行
。
子
聞
レ
之
日
、
再
思
斯
可
。

思
案
な
け
れ
は
心
く
ら
し
。

し
あ
ん
す
れ
と
も
。
ま
な
び
な
け
れ
ば
心
に
不
審
お
ほ
し
。
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思
案
分
別
卜
云
事
ハ
…
…
我
心
八
マ
ヅ
Ｖ
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
シ
ヅ
カ
ナ
ル
ト
キ
ニ
八
思
案
ス
ル
事
ハ
、
ア
シ
キ
事
ナ
シ
。
其
時
Ｖ
思
上
出
ス
ヲ
、
理
一
一
カ

ナ
フ
カ
、
カ
ナ
ハ
ヌ
カ
ト
、
ヨ
ク
分
別
シ
テ
ス
ベ
シ
。

を
、
右
の
よ
う
に
圧
縮
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
悔
草
』
の
「
…
…
と
い
へ
り
」
は
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
「
（
「
羅
山
が
）
（
『
三
徳

あ
ま
り

抄
』
に
お
い
て
）
．
：
…
と
い
へ
り
」
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
続
く
「
余
く
ん
に
か
へ
り
て
思
は
畠
・
私
に
お
ほ
は
れ
・
ま
ぎ

○
○
。
◎
０
。
◎

れ
あ
っ
て
よ
ろ
し
か
ら
ず
」
と
い
う
目
慣
れ
な
い
表
現
を
含
む
一
文
も
「
ア
マ
リ
’
一
ク
ン
’
一
力
ヘ
リ
テ
ヲ
モ
ヘ
バ
、
必
私
ニ
ヲ
ホ
ハ
レ
、

ク
ラ
ク
ラ
ト
マ
ギ
レ
テ
、
ア
シ
キ
分
別
ト
ナ
ル
ベ
シ
」
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
『
悔
草
』
と
『
三
徳
抄
』
と
の
関
連
が
、

話
柄
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
基
く
一
致
、
つ
ま
り
、
た
と
え
ば
、
思
案
分
別
を
話
題
に
提
供
す
る
と
き
に
、
そ
の
例
話
や
説
明
と
し
て
、

一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
当
時
常
用
さ
れ
た
こ
と
に
基
く
一
致
な
の
で
は
な
く
、
ま
た
『
三
徳
抄
』
を
タ
ネ
本
に

し
て
行
な
わ
れ
た
講
義
や
講
釈
の
席
に
列
し
、
耳
か
ら
得
た
知
識
に
よ
っ
て
草
し
た
文
章
で
あ
る
が
ゆ
え
の
一
致
で
も
な
く
、
『
三
徳
抄
」

を
座
右
に
置
き
、
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら
参
照
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
し
て
筆
録
し
て
お
い
た
メ
モ
の
集
成
（
『
似
我
蜂
物
語
』
の

⑬

序
文
に
言
う
「
乞
食
袋
」
）
に
基
く
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
『
三
徳
紗
』
に
限
ら
ず
『
届
言
抄
』
『
童
観
妙
』
の

場
合
に
も
、
あ
る
い
は
『
語
園
』
や
そ
の
他
の
典
拠
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

井
上
小
左
衛
門
の
「
乞
食
袋
」
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
認
め
う
る
『
届
言
抄
』
『
童
観
紗
』
『
三
徳
抄
』
を
表
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
よ

と
い
う
行
文
も
、
『
三
徳
抄
』
の

っ
に
な
る
。

我
心
平
ら
か
に
。
し
づ
か
な
る
と
き
に
。
恩
ひ
出
て
。
理
に
か
な
ふ
か
。
か
な
は
ざ
る
か
。
よ
く
分
別
あ
れ
と
い
へ
り
。
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｜
典
拠

悔
草

上
”
我
心
平
ら
か
に
…
…

’
三
徳
抄
剛
べ

季
文
子
と
云
人
…
…
剛
ぺ

一
同

学
び
て
も
思
案
な
け
れ
ば
・
・
・
…
同
同

一
羽
三
人
お
こ
な
ふ
時
は
…
…
厄
言
抄
一
七

妬
子
産
と
い
へ
る
賢
人
…
…
同
一
五
付

朗
五
穀
を
は
じ
め
…
…
同
四
四

釦
程
子
の
云
…
…
三
徳
抄
Ⅲ
Ｉ
川
ぺ

子
夏
と
云
人
・
…
．
．
同
川
ぺ

羽
鈎
を
ぬ
す
む
者
は
．
…
：
童
観
紗
二
二

羽
孟
子
外
よ
り
か
へ
ら
れ
し
に
…
…
↑
同
二

中
３
王
光
禄
が
い
は
く
。
：
…
同
二
○
三

５
渕
明
は
子
の
方
へ
…
…
同
一
六
八

Ｍ
東
谷
は
中
の
居
処
・
…
．
．
九
五

畑
晩
珀
は
朽
ち
た
る
塵
を
：
：
．
、
葺
剛
一
六
六

○
『
三
徳
抄
』
は
『
藤
原
慢
窩
林
羅
山
』
（
日
本
思
想
大
系
詔
）

の
各
話
に
、
上
下
巻
通
し
て
番
号
を
付
け
、
利
用
し
た
。
「
付
」

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
の
説
明
は
省
略
す
る
。
た
だ
し
、
表
の
各
例
の
う
ち
、
引
用
、
つ
ま
り
経
害
史
書
等
か
ら
要
言
や
名
言
だ

け
を
抜
き
出
し
、
解
釈
や
解
説
を
加
え
ず
に
記
し
て
あ
る
場
合
に
は
、
『
届
言
抄
』
『
童
観
妙
』
『
三
徳
抄
』
に
載
る
も
の
を
利
用
し
た
も

の
か
、
漢
籍
に
直
接
依
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
書
物
に
基
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
手
だ
て
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
例
を
も
含
ん

だ
表
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

一
別
ｌ
副
詞
書
仙
馴
Ｉ
‐
！
‐
ｌ
ｉ
ｌ
：
Ｉ
｜

悔

草

拠

一
同
一
八
四

皿
郭
洗
音
楽
を
間
て
・
・
…
．

一
邪
或
は
く
ら
き
夜
行
に
…
…

三
徳
抄
Ⅶ
ぺ

す
は
だ
に
て
劒
を
：
…
．

童
観
妙
一
三
六

竜
も
飼
馴
て
は
…
…

同
一
○
八

塊
鶚
冠
子
に
い
は
く
．
…
：

同
三
二

准
南
子
に
．
…
．
、

同
五
四

一
鏥
唐
の
盗
路
は
…
…

庖
言
抄
二
九
付

諏
楮
季
野
は
し
づ
か
に
て
。
…
．
．
－
童
観
紗
一
七
八

下
岨
国
を
治
る
に
…
…

一
層
言
抄
一
三

別
韓
退
子
か
い
は
く
…
…

一
童
観
抄
一
二
七

一
創
人
の
死
す
る
は
・
・
・
…

’
同
一
一
九

一
諏
王
侍
中
が
い
は
く
…
…

一
同
一
九
二

‐
’
一

に
依
り
、
そ
の
ぺ
Ｉ
ジ
を
以
っ
て
表
示
し
た
。
『
届
言
抄
』
は
元
和
古
活
字
版

は
付
随
し
て
載
せ
ら
れ
る
関
連
記
事
中
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
漢
籍
か
ら
名
言
や
逸
話
を
集
め
た
書
物
で
あ
っ
た
。
『
悔
草
』
は
そ
れ
と
は
別
の
種
類
の

書
物
か
ら
も
例
話
や
引
用
を
採
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
祇
園
物
語
』
で
あ
る
。

も
ろ
こ
し
の
戴
嵩
は
絵
の
名
人
に
て
。
闘
牛
の
尾
を
。
ふ
り
あ
げ
た
る
を
書
け
れ
は
。
牧
童
と
も
に
。
わ
ら
は
れ
し
と
也
・
（
『
悔
草
』
下
・
面
）

と
い
う
戴
嵩
の
逸
話
は
、
画
諭
書
や
画
人
伝
の
分
野
で
は
有
名
な
も
の
ら
し
い
。
た
と
え
ば

と
あ
る
も
の
な
ど
、
詳
し
い
。
ま
た
『
事
文
類
聚
』
も
『
仇
池
筆
記
』
を
引
い
て
異
伝
を
載
せ
る
（
前
集
、
巻
四
十
「
画
者
」
）
。
ま
た
戴
嵩

（
戴
松
）
の
名
は
『
十
牛
図
』
の
う
ち
に
も
出
て
く
る
（
「
見
牛
第
三
」
）
の
で
、
そ
れ
に
付
随
す
る
話
柄
と
し
て
、
こ
の
逸
話
の
所
伝
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
依
っ
た
も
の
か
を
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
を
得
な
い
が
、
『
祇
園
物
語
』
に
、

わ
ら
は
れ

戴
嵩
は
よ
き
画
師
に
て
。
こ
と
に
牛
を
よ
く
せ
り
。
し
か
る
に
闘
牛
の
尾
を
ふ
り
あ
け
書
候
へ
は
。
牧
童
に
笑
し
な
り
〕

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
『
祇
園
物
語
』
で
は
、
知
的
に
増
長
す
る
こ
と
を
戒
め
、
謙
虚
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
う
箇
所
に
例
話

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
『
悔
草
』
の
「
物
事
の
あ
や
ま
り
は
。
い
か
な
る
人
に
も
有
事
嗽
」
で
始
ま
る
一
話
と
文
意
に
お
い
て
も
通

じ
る
。
『
悔
草
』
の
戴
嵩
の
例
話
が
『
祇
園
物
語
』
に
基
い
て
い
る
こ
と
は
、
以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
も
言
え
る
し
、
そ
の
例
話
を
分
析
し

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。
『
悔
草
』
で
、
戴
嵩
が
闘
牛
の
尾
を
振
り
あ
げ
て
書
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

蜀
中
有
二
杜
処
士
一
好
一
》
書
画
一
。
所
し
宝
以
レ
百
数
。
有
一
戴
嵩
牛
一
軸
一
。
尤
所
レ
愛
・
錦
襄
玉
軸
、
常
以
自
随
。
一
日
曝
一
一
書
画
一
・
有
二
一
牧
童
｛
見

し
之
、
術
し
掌
大
笑
日
、
此
画
二
闘
牛
一
也
。
牛
闘
力
在
し
角
、
尾
捕
入
両
股
間
一
・
今
乃
棹
し
尾
而
闘
。
謬
英
。
処
士
笑
而
然
し
之
。
古
語
有
し
云
・
耕
当

レ
問
し
奴
、
織
当
レ
間
し
岬
・
不
し
可
し
改
也
。
（
蘇
東
鞍
『
害
戴
嵩
画
牛
一
』
）

一
一
一
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の
言
い
換
え
、
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
後
の
、
尾
を
掠
り
上
げ
た
闘
牛
云
々
も
、
『
祇
園
物
語
』
の
行
文
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
重
な
る
。

し
か
し
、
『
悔
草
』
の
、
「
絵
の
名
人
に
て
。
闘
牛
の
尾
を
。
ふ
り
あ
げ
た
る
を
書
け
れ
は
」
と
い
う
文
章
は
、
論
理
的
に
奇
妙
で
あ
る
。

闘
っ
て
い
る
最
中
の
牛
は
、
角
に
全
力
を
集
中
さ
せ
て
い
る
の
で
、
尾
は
股
間
に
垂
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
牛
飼
い
た
ち
の
常
識
で
あ

り
、
絵
の
名
人
な
ら
ば
、
闘
牛
の
図
を
そ
の
よ
う
に
描
く
は
ず
で
あ
る
。
「
戴
嵩
は
絵
の
名
人
」
ナ
レ
ド
モ
「
闘
牛
の
尾
を
。
ふ
り
あ
げ

た
る
を
書
け
れ
ば
」
と
、
逆
接
の
関
係
に
あ
る
は
ず
な
の
に
、
『
悔
草
』
の
文
章
で
は
、
「
に
て
」
と
い
う
接
続
辞
に
な
ぜ
な
っ
て
い
る
の

か
と
い
え
ば
、
『
祇
園
物
語
』
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
る
か
ら
、
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
『
祇
園
物
語
』
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
な

、
、

ら
、
こ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
従
っ
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
を
比
べ
合
せ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ

全
面
的
に
重
り
合
う
が
、
「
絵
の
名
人
に
て
」
と
、
そ
の
後
の
行
文
と
の
間
に
、

こ
と
に
牛
を
よ
く
せ
り
。
し
か
る
に

と
い
う
箇
所
だ
け
が
、
『
悔
草
』
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
戴
嵩
が
た
だ
の
名
人
で
は
な
く
、
牛
の
絵
を
得
意
と
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
後
世
に
名
を
残
し
た
こ
と
は
、
『
十
牛
図
』
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
「
唐
戴
嵩
牛
墨
絵
」
と
あ
る
こ

Ｃ
○

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
『
祇
園
物
語
』
が
「
よ
き
画
師
に
て
」
と
言
っ
た
ニ
テ
は
、
「
こ
と
に
牛
を
よ
く
せ
り
」
に
順
接
す
る
辞

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
祇
園
物
語
』
は
「
し
か
る
に
」
と
い
う
逆
接
の
辞
を
置
い
て
、
そ
の
後
の
文
章
に
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
悔
草
』
は
そ
の
二
つ
を
潔
く
省
略
し
て
し
ま
っ
た
ｌ
こ
の
よ
う
な
過
程
を
想
定
し
て
み
る
と
き
、
『
悔
草
』
の
論
理
性
の
問
題
は
解
決

が
つ
く
。
つ
ま
り
『
悔
草
』
下
巻
第
十
六
話
は
『
祇
園
物
語
』
の
一
節
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

戴
嵩
は
絵
の
名
人
に
て

と
書
き
始
め
て
い
る
が
、

戴
嵩
は
よ
き
画
師
に
て

こ
れ
は
『
祇
園
物
語
』
に
あ
る
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ま
た
、
雪
の
山
中
で
、
熊
に
命
を
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
人
里
に
帰
り
着
い
て
後
、
そ
の
熊
穴
の
あ
り
か
を
猟
師
に
教
え
、
恩
を
仇
で
報

い
た
人
非
人
の
話
（
『
悔
草
』
中
・
弱
）
も
『
祇
園
物
語
』
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
続
捜
神
記
』
に
、
熊
穴
に
陥
っ
た
猟
師
が
、
食

物
を
分
ち
与
え
ら
れ
た
上
に
、
子
熊
の
巣
立
ち
の
日
に
、
母
熊
に
よ
っ
て
穴
か
ら
引
上
げ
ら
れ
、
生
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
類

㈹

話
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
芸
文
類
聚
』
そ
の
他
に
引
用
さ
れ
て
、
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
続
捜
神
記
』
の
話
は
、
生
還
す
る
を
得

た
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
止
め
ら
れ
て
お
り
、
他
人
に
熊
の
あ
り
か
を
教
え
た
こ
と
や
、
そ
の
報
い
を
受
け
た
と
い
う
部
分
を
持
た
な

い
。
そ
の
よ
う
な
応
報
識
ま
で
も
備
え
た
類
話
と
し
て
は
、
む
し
ろ
「
新
著
聞
集
』
（
寛
延
二
年
刊
）
巻
十
四
の
江
州
甲
賀
郡
の
産
婦
の
話

や
、
『
窓
の
須
佐
美
追
加
』
上
巻
の
薩
摩
の
猟
師
の
話
の
方
が
完
壁
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に

比
べ
て
も
、
『
祇
園
物
語
』
所
収
の
話
（
上
巻
茄
ゥ
）
が
、
筋
立
て
や
用
辞
の
一
致
な
ど
か
ら
し
て
、
『
悔
草
』
に
近
い
。

ま
た
、
『
尤
之
双
紙
』
に
基
い
た
、
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
話
も
、
た
っ
た
一
例
で
は
あ
る
が
、
『
悔
草
』
に
あ
る
。

と
い
う
『
尤
之
双
紙
』
上
巻
十
九
話
「
お
も
き
物
の
し
な
ノ
、
」
の
う
ち
か
ら
抜
き
出
し
た
「
し
な
ノ
！
、
」
を
、
い
さ
さ
か
並
べ
か
た
に

変
化
を
与
え
て
利
用
し
た
も
の
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
語
園
』
『
童
観
紗
』
な
ど
に
、
漢
籍
に
基
く
例
話
や
引
用
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
『
祇
園
物
語
』
や
『
尤
之
双
紙
』
な
ど
を
も
典
拠
と
し

て
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
い
ま
、
関
連
の
有
無
を
検
討
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
書
物
が
あ
る
。
刊
行
年
次
の
先
行

と
い

う
短
い
一
段
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

○
』
Ｕ
○

・
Ｃ
Ｑ
‐
リ
Ｏ
Ｃ
○
○
○
口
へ
た
の
う
た
ひ
Ｑ

…
…
尤
お
も
き
は
父
母
の
お
ん
。
た
め
し
の
か
ぶ
と
ぐ
そ
く
。
鍍
袴
。
古
布
子
。
年
貢
俵
。
商
人
の
か
ひ
道
荷
。
下
手
謡
。
上
手
の
く
す
し
◎
し

○
○
わ
○
０
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

め
り
茶
う
す
に
〕
鮨
の
を
し
。
お
つ
ぼ
ね
の
の
り
物
。
ぶ
せ
う
物
の
た
ち
ゐ
。
笠
の
雪
笠
重
呉
天
雪

お
も
き
物
は
。
た
め
し
の
具
足
。

後
悔
。
（
『
悔
草
』
下
・
５
）

年
貢
俵
。
し
め
り
茶
う
す
。
笠
の
雪
。
へ
た
の
う
た
ひ
』
ぷ
し
や
う
者
の
立
居
と
。
我
ら
出
づ
く
ろ
ひ
有
し
事
を
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す
る
こ
と
二
年
、
同
じ
く
随
筆
類
の
名
で
呼
ば
れ
る
項
目
に
分
類
さ
れ
る
、
『
ひ
そ
め
草
』
（
正
保
二
年
刊
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
霊
草
』
・
『
悔

草
』
と
い
う
題
名
の
類
似
も
ま
た
意
味
あ
り
げ
で
あ
る
。

両
書
関
連
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
箇
所
は
、
し
か
し
、
意
外
と
少
な
い
。
垣
の
上
か
ら
首
を
出
し
た
馬
を
見
て
、
孔
子
が
あ
れ
は
牛

だ
と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
顔
回
が
い
ち
は
や
く
そ
の
こ
こ
ろ
を
解
い
た
と
い
う
謎
立
て
話
（
『
悔
草
』
上
・
“
）
は
、
『
日
本
説
話
文
学
索
引
』

を
検
索
す
る
と
、
『
俊
頼
随
脳
』
『
今
昔
物
語
』
『
十
訓
妙
』
等
に
同
話
が
あ
る
と
の
こ
と
、
説
話
文
学
の
世
界
で
は
著
名
な
話
柄
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
『
ひ
そ
め
草
』
上
巻
第
略
話
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
悔
草
』
は
、
孔
子
・
顔
回
の
名
を
、
文
宣
王
（
孔
子
の
謡
。
玄
宗
皇
帝

の
命
名
と
い
う
）
と
顔
淵
と
、
格
式
ば
っ
た
も
の
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
『
悔
草
』
中
巻
第
四
話
の
、
娘
へ
の
教
訓
短
歌
も
、
歌
形
に
い

さ
さ
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
八
首
の
う
ち
六
首
ま
で
が
、
『
ひ
そ
め
草
』
下
巻
第
１
話
所
収
の
教
訓
い
ろ
は
歌
と
重
り
合
う
。

こ
れ
ら
の
例
を
影
響
関
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
「
孟
母
留
嫁
」
舎
悔
草
』
上
・
胡
と
『
ひ
そ
め
草
』
下
・

加
）
と
「
粛
公
売
油
翁
」
（
『
悔
草
』
中
・
船
と
『
ひ
そ
め
草
』
上
・
型
）
と
の
一
致
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
例
と
同
日
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
ひ
そ
め
草
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
こ
の
二
例
と
も
、
そ
の
典
拠
と
目
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
れ
ぞ
れ

『
童
観
妙
』
十
一
段
と
『
語
園
』
上
巻
第
五
十
五
話
の
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
引
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
悔
草
』
が
『
童
観
紗
薑
語
園
』
に

直
接
依
っ
た
も
の
か
、
『
ひ
そ
め
草
』
を
通
し
て
間
接
的
に
摂
取
し
た
も
の
な
の
か
の
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
『
ひ
そ
め

草
』
に
は
『
女
訓
抄
』
と
と
も
に
『
語
園
」
が
典
拠
と
し
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
『
語
園
』
と
『
ひ
そ
め
草
』
、
『
語
園
』
と
『
悔
草
』
と
い

う
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
語
園
』
『
ひ
そ
め
草
』
『
悔
草
』
と
い
う
三
者
に
共
通
し
て
い
る
話

柄
と
し
て
、
こ
の
「
粛
公
売
汕
翁
」
の
一
例
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
『
ひ
そ
め
草
』
を
経
由
し
て
の
『
語
園
』
の
利
用
、
と
い
う
筋

道
の
認
定
を
陦
踏
さ
せ
る
。
『
童
観
紗
』
の
場
合
も
、
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

む
し
ろ
『
ひ
そ
め
草
』
と
同
じ
く
随
筆
類
に
属
す
る
仮
名
草
子
で
、
『
悔
草
』
に
刊
行
年
次
の
先
立
つ
こ
と
五
年
の
『
可
笑
記
』
（
寛
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永
十
九
年
刊
）
の
方
が
関
連
が
濃
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
悔
草
』
上
巻
師
話
の
場
合
を
採
り
上
げ
て
み
よ
う
。
「
ぶ
れ
い

を
し
か
く
共
堪
忍
の
事
」
と
題
す
る
こ
の
一
話
は
、
理
不
尽
な
言
い
が
か
り
を
し
か
け
ら
れ
て
も
、
適
当
に
あ
し
ら
っ
て
済
ま
せ
る
べ
き

で
あ
り
、
無
用
な
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
身
命
を
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
教
訓
す
る
。
そ
の
例
話
と
し
て
、
若
年
の

韓
信
が
群
衆
の
面
前
で
暴
漢
の
跨
下
を
潜
り
ぬ
け
た
、
い
わ
ゆ
る
韓
信
跨
く
ぐ
り
の
逸
話
を
載
せ
る
。
こ
の
話
の
原
拠
は
『
史
記
』
准
陰

侯
伝
で
あ
る
が
、
『
可
笑
記
』
巻
五
Ｉ
別
に
載
る
と
こ
ろ
に
、
話
の
構
成
も
、
使
用
さ
れ
る
表
現
も
、
と
も
に
近
似
す
る
。
お
の
お
の
の

本
文
を
こ
こ
に
載
げ
る
こ
と
を
省
略
し
て
、
さ
き
に
「
孟
母
留
嫁
」
の
一
話
の
比
較
を
行
な
っ
た
際
の
方
式
に
な
ら
っ
て
、
辞
句
の
関
連

の
み
を
並
列
的
に
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
各
例
、
右
か
ら
『
悔
草
』
『
可
笑
記
』
『
史
記
』
の
順
で
あ
る
）
。

大
男
の
大
力
に
て
。
長
き
刀
を
好
め
り
。

せ
い
た
か
く
こ
え
ふ
と
り
、
大
力
に
て
な
が
き
刀
を
さ
し
、

（
樅
陰
屠
中
少
年
有
二
侮
レ
信
者
一
日
ｃ
）
若
雛
皇
長
大
好
シ
帯
一
刀
剣
一
、
中
情
怯
耳
。

七
十
余
度
の
た
‐
為
か
ひ
に
。
名
誉
の
功
を
な
し
。

天
晴
。
韓
信
か
心
。
各
別
也
。
小
事
に
身
を
い
た
は
り
。
恥
を
し
の
び
。
大
事
に
至
っ
て
は
・
身
命
お
し
ま
す
大
功
を
こ
の
め
り
。

か
ん
し
ん
の
心
ざ
し
は
、
つ
れ
の
人
の
心
さ
し
と
は
隔
別
に
し
て
、
小
事
に
は
身
を
い
た
は
り
、
命
を
お
し
み
恥
を
し
の
び
い
か
り
を
し
づ
め
、

大
事
に
あ
た
っ
て
は
、
身
を
い
た
ま
ず
命
を
お
し
ま
す
、
恥
を
き
よ
め
い
か
り
を
ふ
る
ふ
。

〔
ナ
シ
〕

お
め
ノ
ー
と
膀
の
し
た
。
身
を
く
ぎ
め
て
通
け
り
〕

お
め
ノ
、
と
か
の
ま
た
ぐ
ら
を
く
目
り
、
腹
ば
い
し
て
通
ら
れ
け
れ
は
、

悦
出
二
袴
下
一
蒲
伏
。
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種
類
を
変
え
て
、
例
を
さ
ら
に
提
出
し
て
み
る
。
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
、
据
え
物
斬
り
を
得
意
と
し
た
信
玄
墜
下
の
武
将
今
福
浄
閑
斎
の

次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。
愛
児
が
続
け
て
病
死
し
た
と
き
、
そ
れ
を
試
し
斬
り
と
結
び
つ
け
て
の
風
評
が
立
っ
た
が
、
禅
の
心
得
の
あ

っ
た
浄
閑
は
、
前
世
の
因
縁
と
悟
っ
て
、
と
り
あ
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
信
州
竜
雲
寺
法
興
和
尚
が
甲
州
へ
来
た
折
り
の
こ
と
で
あ

る
。
挨
拶
に
出
向
い
た
浄
閑
に
、
無
用
の
殺
生
を
や
め
る
よ
う
諭
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
切
る
の
で
は
な
く
、
囚
人
の
罪
科
が
切
ら
せ
る

の
だ
と
答
え
て
、
と
り
合
わ
な
い
。
す
る
と
和
尚
は
、
い
ろ
り
に
炭
を
つ
い
で
く
れ
る
よ
う
た
の
む
。
作
法
通
り
に
、
手
で
炭
を
い
け
た

の
ち
、
手
を
拭
っ
た
と
き
、
和
尚
の
発
し
た
「
炭
焼
の
手
こ
そ
よ
ご
れ
候
は
ん
ず
れ
」
と
の
語
を
得
て
、
浄
閑
は
以
後
試
し
物
を
断
っ

た
、
と
い
う
（
『
甲
陽
軍
鑑
』
品
第
四
十
下
堵

『
可
笑
記
』
巻
三
Ｉ
別
に
も
、
二
千
人
も
切
っ
た
と
い
う
「
た
め
し
物
の
上
手
」
の
話
が
あ
る
。
寺
に
参
っ
て
、
僧
か
ら
戒
め
ら
れ
た

が
、
主
命
あ
る
い
は
朋
輩
の
依
頼
で
切
る
の
だ
か
ら
、
罪
と
思
わ
な
い
と
う
そ
ぶ
く
。
す
る
と
僧
は
、
庭
前
の
柳
の
雪
を
払
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
と
頼
む
。
侍
が
雪
を
振
り
落
し
て
か
ら
、
袖
や
頭
の
雪
を
払
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
何
し
に
は
ら
ひ
給
ふ
ぞ
。
そ
れ
が
し
の
頼
申
候

間
、
そ
れ
が
し
に
こ
そ
ち
り
か
固
る
べ
き
事
な
る
を
や
」
と
言
わ
れ
て
、
は
た
と
悟
り
、
据
え
物
斬
り
を
断
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
侍

に
も
僧
に
も
固
有
名
詞
が
与
え
ら
れ
て
い
ず
、
い
ろ
り
の
炭
が
柳
の
雪
に
変
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
今
福
浄
閑
と
法

伽

興
禅
師
の
逸
話
に
基
く
も
の
と
し
て
支
障
な
か
ろ
う
。

こ
の
他
に
、
こ
の
事
件
の
起
っ
た
場
所
を
長
安
と
す
る
こ
と
、
韓
信
が
斉
の
国
王
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
き
に
、
無
道
を
し
か
け
た
者
ど
も
を

召
し
出
し
て
准
公
を
さ
せ
た
、
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
『
史
記
』
本
文
と
は
相
違
し
て
い
る
が
、
『
悔
草
』
と
『
可
笑
記
』
と
は
一
致
す

プ
ｏ
Ｏ

七
十
余
度
の
合
戦
に
、
名
誉
を
天
下
に
あ
ら
は
し
威
を
ふ
る
ひ
、

〔
ナ
シ
〕
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か
し
ら
や
袖
に
。
雪
の
か
臼
る
を
打
は
ら
ふ
。
（
『
悔
草
』
）

か
し
ら
や
袖
の
上
に
雪
ち
り
か
坐
り
候
間
、
打
は
ら
ひ
候
へ
は
（
『
可
笑
記
』
）

と
い
う
辞
句
の
一
致
も
、
後
半
に
至
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。
『
悔
草
』
の
こ
の
例
話
は
『
可
笑
記
』
に
載
る
と
こ
ろ
に
基
く
も
の
と
す
る

の
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
半
の
「
主
命
な
ら
は
い
か
に
や
」
と
い
う
種
類
の
「
所
作
に
も
あ
ら
て
」

行
う
殺
生
と
は
何
な
の
か
、
が
明
瞭
に
な
る
。

『
悔
草
』
の
こ
の
一
話
の
前
半
部
分
は
、
『
可
笑
記
』
に
基
き
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
離
れ
よ
う
と
努
め
た
こ
と
が
原
因
し
て
不
明
瞭
に

な
っ
た
も
の
、
と
推
察
さ
れ
る
。
同
様
の
例
が
外
に
も
あ
る
。

『
悔
草
』
中
巻
第
五
話
は
「
人
は
居
所
に
よ
し
あ
し
の
事
」
と
い
う
題
で
あ
っ
て
、
「
人
は
居
所
に
よ
っ
て
。
所
作
の
よ
し
あ
し
有
と

『
悔
草
』
に
も
、
次
の
よ
う
な
類
話
が
あ
る
。

所
作
に
も
あ
ら
て
。
殺
生
を
こ
の
む
人
に
。
有
僧
罪
な
ら
ん
と
教
化
す
。
仰
尤
な
り
去
な
か
ら
〕
殺
生
せ
よ
。
せ
つ
し
や
う
せ
ざ
れ
は
。
地
ど
く
に

（
ヰ
ィ
マ
）

入
事
矢
の
こ
と
し
と
聞
時
は
如
何
に
。
僧
の
い
わ
く
。
そ
れ
は
自
性
悟
道
の
上
な
り
。
そ
な
た
の
恩
ひ
よ
り
と
は
。
各
別
な
ら
ん
と
い
へ
り
。
答
て

主
命
な
ら
は
い
か
に
や
。
僧
尤
と
い
ひ
て
。
拠
あ
れ
成
松
の
雪
の
。
枝
重
け
な
り
。
払
て
た
べ
と
頼
む
。
安
き
事
と
て
。
松
の
も
と
を
と
ら
へ
。
ふ

り
落
す
処
に
。
か
し
ら
や
袖
に
。
雪
の
か
畠
る
を
打
は
ら
ふ
。
其
時
僧
の
い
は
く
。
某
の
頼
む
な
れ
は
。
我
に
こ
そ
雪
は
。
か
皇
ら
め
と
云
け
れ

は
。
彼
人
思
ひ
当
っ
て
。
殺
生
を
や
め
け
る
と
か
や
。
（
『
悔
草
』
中
・
７
）

教
化
を
受
け
る
人
物
は
、
据
え
物
斬
り
の
名
人
と
は
な
く
、
「
所
作
に
も
あ
ら
て
。
殺
生
を
こ
の
む
人
」
と
い
う
抽
象
的
な
言
い
か
た
が

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
物
設
定
に
従
っ
て
、
前
半
は
『
可
笑
記
』
と
は
、
少
し
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
枝
の
雪
云
々

以
下
で
は
、
柳
と
松
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
話
の
筋
が
近
接
し
て
く
る
。
そ
の
上
に
、

御
あ
れ
成
松
の
雪
の
。
枝
重
け
な
り
。
払
て
た
べ
と
頼
む
。
（
『
悔
草
』
）

い
か
に
あ
の
柳
に
雪
つ
も
り
、
枝
お
も
げ
に
み
え
候
。
は
ら
ひ
た
び
て
ん
や
と
仰
け
る
。
（
『
可
笑
記
』
）
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こ
の
一
節
は
、
文
意
を
汲
む
の
が
む
ず
か
し
い
。
居
所
の
よ
し
あ
し
、
主
君
の
善
悪
、
『
む
さ
き
物
」
を
食
う
鼠
と
「
俵
の
中
」
に
住
む

鼠
の
幸
不
幸
と
が
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
文
脈
を
な
す
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
を
何
ら
か
の
連
想
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
、
一
つ
の
意
味
を

得
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
い
っ
こ
う
に
分
明
で
は
な
い
・

そ
の
文
意
を
解
く
鍵
は
例
話
の
う
ち
に
あ
る
。
こ
の
例
話
は
「
む
さ
き
物
」
を
食
う
鼠
と
、
一
俵
の
中
」
に
居
る
鼠
と
を
対
偶
的
に
述

べ
、
住
ま
う
所
に
よ
っ
て
鼠
に
幸
不
幸
の
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ら
し
い
。
「
俵
の
中
」
に
居
る
鼠
の
住
居
が
、
「
蔵
の
内
」
で
あ
る

こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
む
さ
き
物
」
を
食
う
鼠
の
居
所
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
側
（
も
し
く
は
「
雪

隠
」
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
例
話
は
原
拠
を
『
史
記
』
に
ま
で
遡
る
秦
の
李
斯
の
逸
話
な
の
で
あ
り
、
『
悔
草
』
は
『
語
園
』
上

巻
第
十
七
話
も
し
く
は
『
可
笑
記
』
巻
五
１
２
に
依
っ
て
い
る
。
そ
の
ど
ち
ら
に
依
っ
た
も
の
か
は
、
省
略
が
大
胆
に
過
ぎ
る
の
で
、
明
確

に
し
に
く
い
。
『
語
園
』
に
「
舎
ノ
側
」
、
『
可
笑
記
』
に
「
雪
隠
」
と
あ
る
。
大
胆
に
も
「
あ
の
ね
ず
み
さ
へ
住
家
の
善
悪
に
よ
っ
て
食

物
ま
で
も
よ
し
あ
し
あ
り
。
人
も
又
其
す
み
か
の
よ
し
あ
し
に
よ
っ
て
、
身
上
万
事
の
高
下
あ
る
べ
し
」
勾
可
笑
記
』
）
、
あ
る
い
は
『
賢

ト
。
不
肖
ト
ハ
・
タ
ト
ヘ
バ
・
ネ
ヅ
、
、
《
ノ
ゴ
ト
シ
。
目
居
所
一
一
ョ
ル
」
（
『
語
園
』
。
『
史
記
』
の
本
文
は
「
人
之
賢
不
肖
、
醤
如
レ
鼠
突
ｃ
在
し
所
二
自

処
一
。
」
）
を
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
「
居
所
」
「
主
君
」
と
こ
の
例
話
と
の
関
連
が
不
分
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
居
所
」
と
は

食
餌
を
左
右
し
た
鼠
の
居
所
の
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
李
斯
の
賢
不
肖
を
決
し
た
一
主
君
」
の
比
嶮
な
の
で
あ
る
。
李
斯
は
鼠
の
二
様

の
生
態
を
見
て
、
決
意
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
郡
の
小
吏
の
職
を
捨
て
て
、
秦
王
（
後
の
始
皇
帝
）
の
膝
下
に
つ
い
た
、
と
い
う
。

い
へ
り
。
奉
公
す
と
１

う
な
例
話
を
載
せ
る
。

鼠
を
み
る
に
も
。
む
さ
き
柵

る
き
愁
こ
そ
な
か
り
け
れ
。

奉
公
す
と
も
。
主
君
の
。
身
の
お
さ
め
を
。
見
た
て
つ
か
へ
よ
Ｃ
」
と
の
提
言
が
冒
頭
に
あ
り
、
「
た
と
へ
ば
」
と
し
て
次
の
よ

む
さ
き
物
を
く
ら
ゐ
な
か
ら
〕
猫
や
い
た
ち
の
。
見
ん
事
を
お
そ
る
、
・
又
蔵
の
内
に
す
む
鼠
は
。
俵
の
中
に
居
て
。
物
に
お
そ
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『
悔
草
』
は
、
贄
言
を
杢

盧
の
例
話
も
そ
れ
で
あ
る
。

馬
ノ
白
キ
ヒ
タ
ィ
ァ
リ
テ
。
ロ
ョ
リ
歯
マ
テ
ト
ホ
ル
ヲ
。
的
盧
卜
云
う
。
此
馬
ハ
・
主
人
ノ
タ
メ
ニ
不
吉
ナ
リ
ト
云
伝
タ
リ
。
亮
一
一
ウ
レ
ト
云
ケ
レ

ハ
・
我
ウ
ラ
ハ
。
買
う
人
ア
ラ
ン
・
其
人
ノ
タ
メ
ニ
ァ
シ
カ
ル
ヘ
シ
ト
テ
。
ウ
ラ
サ
リ
ケ
リ
。
（
『
童
観
紗
』
Ⅲ
段
）

⑬

『
童
観
紗
』
の
こ
の
一
段
が
『
可
笑
記
』
巻
五
ｌ
開
の
典
拠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
論
証
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
『
悔
草
』
中

巻
第
二
十
九
話
が
「
可
笑
記
』
『
童
観
抄
』
の
ど
ち
ら
を
利
用
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
悔
草
」
は
、
話
の
運

び
か
た
、
文
章
の
長
さ
な
ど
、
一
見
し
て
『
童
観
抄
』
の
カ
ナ
書
き
部
分
、
す
な
わ
ち
羅
山
に
よ
る
和
解
に
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

『
可
笑
記
』
の
こ
の
こ

て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
例
話
は
晉
の
庚
亮
の
故
事
で
あ
り
、
次
に
掲
げ
る
『
可
笑
記
』
の
記
事
と
の
関
連
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

唐
に
有
人
。
ひ
た
い
よ
り
。
口
の
も
と
ま
で
。
白
す
じ
通
る
馬
を
も
て
り
。
其
ぬ
し
の
為
あ
し
き
相
な
り
。
売
か
へ
よ
と
云
は
。
答
て
・
我
為
あ
し

き
と
て
売
か
へ
ば
。
又
さ
き
の
者
た
め
あ
し
か
ら
ん
。
と
云
て
。
其
ま
蚤
置
け
り
。
何
の
禍
も
な
く
。
長
命
に
有
し
と
也
・

む
か
し
、
も
ろ
こ
し
に
ゆ
れ
う
と
い
へ
る
人
あ
り
。
て
き
る
と
て
ひ
た
い
よ
り
口
の
内
ま
で
、
白
き
筋
の
と
を
り
て
、
悪
相
の
あ
る
馬
を
も
て
り
」
此
馬

は
主
の
た
め
に
わ
る
き
相
な
り
・
い
そ
ぎ
う
り
か
へ
袷
へ
と
、
あ
る
人
申
け
れ
ば
、
ゆ
れ
う
き
良
て
、
樋
は
ぬ
し
の
た
め
わ
る
き
相
あ
る
馬
に
て
候
や
。

御
し
ら
せ
か
た
じ
け
な
し
。
去
な
が
ら
、
我
た
め
わ
る
き
と
て
う
り
候
は
畠
、
買
た
る
人
の
た
め
わ
る
か
る
く
し
と
て
、
つ
ゐ
に
う
ら
ざ
り
け
り
。

（
マ
マ
）

さ
あ
れ
ば
其
悪
相
も
か
へ
っ
て
吉
相
と
成
て
、
ふ
つ
き
せ
ら
れ
し
と
か
や
。
ま
こ
と
に
仁
儀
に
た
つ
せ
し
人
は
、
み
な
か
く
の
ご
と
し
。
（
『
可
笑

記
』
五
ｌ
認
）

ヤ

己
レ
｜
《
・
而
移
ス
ニ
於
他
人
二
一
哉
。

エ
リ
ヤ
ウ
ゼ
ウ
ハ
↓
ァ
か
ロ

ウ

カ

ス

又
云
。
喫
亮
ヵ
乗
馬
有
リ
ニ
的
盧
《
或
迩
＃
語
雫
令
ム
ニ
売
り
去
ぅ
王
是
日
。
完
フ
ハ
レ
之
訓
必
有
ラ
ン
ニ
買
う
者
劫
即
害
ア
ラ
ン
ニ
其
〃
主
二
↓
寧
・
可
ケ
ン
ー
ゞ
一
不
シ
テ
レ
安
“
篭
し

の
こ
の
一
話
の
典
拠
は
『
童
観
紗
』
で
あ
る
。
『
童
観
紗
』
に
、
出
典
を
「
世
説
」
（
『
世
説
新
語
補
』
の
こ
と
ら
し
い
）
と
し

贄
言
を
省
き
、
要
を
摘
み
な
が
ら
『
可
笑
記
』
の
記
述
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
巻
第
二
十
九
話
に
あ
る
的
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る
。
文
体
も
、
『
可
笑
記
』
よ
り
は
『
童
観
抄
』
に
近
い
。
『
可
笑
記
』
は
、
こ
の
短
い
一
話
の
う
ち
に
「
主
の
た
め
に
わ
る
き
相
」
を
二

度
、
「
馬
」
と
い
う
語
を
三
度
く
り
か
え
す
と
い
う
冗
舌
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
細
部
に
立
ち
入
っ
て
比
較
す
る
な
ら
ば
、
『
悔
草
』
の
表

現
は
『
童
観
妙
』
で
は
な
く
『
可
笑
記
』
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
ひ
た
い
よ
り
。
口
の
も
と
ま
て
。
白
す

じ
通
る
馬
」
は
「
馬
ノ
白
キ
ヒ
タ
イ
ア
リ
テ
・
ロ
ョ
リ
歯
マ
テ
ト
ホ
ル
ヲ
。
的
慮
卜
云
う
。
」
（
『
童
観
妙
』
）
で
は
な
く
、
「
て
き
る
と
て
、
ひ
た
い

よ
り
口
の
内
ま
で
、
白
き
筋
の
と
を
り
て
」
（
『
可
笑
記
』
）
に
酷
似
し
、
「
其
ぬ
し
の
為
あ
し
き
相
な
り
。
売
か
へ
よ
・
」
も
、
「
主
人
ノ
タ
メ
ニ
不
吉

ナ
リ
ト
云
伝
タ
リ
。
亮
一
一
ウ
レ
ト
云
」
（
『
童
観
紗
』
）
で
は
な
く
、
「
主
の
た
め
に
わ
る
き
相
な
り
。
い
そ
ぎ
う
り
か
へ
給
へ
」
（
『
可
笑
記
』
）
に
、

「
我
為
あ
し
き
と
て
売
か
へ
ば
」
も
「
我
ウ
ラ
ｃ
（
『
童
観
紗
』
）
で
は
な
く
、
「
我
た
め
わ
る
き
と
て
う
り
候
は
ぎ
」
（
『
可
笑
記
』
）
に
酷
似
す
る
。

ま
た
、
庚
良
が
的
臘
を
売
り
払
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
、
「
何
の
禍
も
な
く
。
長
命
に
有
し
と
也
」
と
『
悔
草
』
に
あ
る
が
、
『
童
観
妙
」

に
は
、
そ
れ
に
類
す
る
記
述
は
な
く
、
『
可
笑
記
』
に
、
悪
相
を
吉
相
に
転
じ
て
、
庚
亮
が
富
貴
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
『
童
観
妙
』
で

こ
の
逸
話
は
、
禍
い
を
他
に
転
嫁
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
嘆
亮
の
高
潔
な
人
が
ら
を
語
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
『
可
笑
記
』
は
そ
れ
を
、

、

、

陰
徳
陽
報
あ
る
い
は
因
果
応
報
證
に
転
じ
、
仁
義
に
達
す
る
こ
と
の
得
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
庚
亮
の
徳
で
は
な
く
、
得

を
言
っ
て
い
る
。
『
悔
草
』
も
『
可
笑
記
』
の
利
害
得
失
路
線
に
乗
っ
て
「
何
の
禍
も
な
く
。
長
命
に
有
し
と
也
・
」
と
言
っ
て
い
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
『
悔
草
』
の
的
盧
の
例
話
の
典
拠
も
ま
た
『
可
笑
記
』
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
す
で
に
検
討
を
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
『
童
観
妙
』
も
ま
た
、
『
悔
草
』
の

依
拠
し
た
典
籍
の
一
と
し
て
認
定
で
き
、
『
童
観
抄
』
は
、
ま
た
、
『
可
笑
記
』
の
典
拠
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
偶
然

の
一
致
、
つ
ま
り
、
『
悔
草
』
の
作
者
が
、
『
可
笑
記
』
に
『
童
観
抄
』
を
利
用
し
た
箇
所
の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
『
童
観
妙
』
は
、
教
訓
好
き
な
仮
名
草
子
の
作
者
に
と
っ
て
、
例
話
の
宝
庫
と
し
て
利
用
で
き
る
便
利
な
書
物
で
あ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
だ
け
で
終
る
。
し
か
し
、
も
し
気
付
い
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
問
題
が
生
ず
る
。
そ
の
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
で
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観
妙
』
に
“

し
か
し
、

と
い
う
文
章
を

『
可
笑
記
』
と
『
悔
草
』
と
が
、
『
童
観
紗
』
の
同
じ
記
事
を
例
話
と
し
て
用
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
う
ち
に

は
、
偶
然
の
一
致
、
つ
ま
り
、
『
可
笑
記
』
の
記
事
が
『
童
観
抄
』
の
利
用
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
『
悔
草
』
の
作
者
が
気
づ
く
こ
と

な
く
、
再
び
利
用
し
た
、
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
曲
名
も
知
ら
ず
に
音
楽
を
ほ
め
た
と
し
て
非
難
を
受
け
、

姓
名
が
わ
か
ら
な
く
と
も
美
女
を
美
し
い
と
感
じ
る
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
反
論
し
た
と
い
う
、
『
童
観
抄
』
剛
段
に
載
る
郭
洗
馬
の
逸

話
を
、
『
悔
草
』
は
、
そ
の
カ
ナ
書
き
部
分
を
、
辞
句
を
追
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
『
童
観
妙
』
の
こ
の
一
段
は
『
可
笑

記
』
（
二
１
Ｍ
）
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
可
笑
記
』
は
、
郭
洗
馬
を
、
江
戸
城
の
町
入
能
に
招
か
れ
て
帰
っ
た
町
人
に
転
じ
て

原
話
か
ら
離
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
『
可
笑
記
」
の
こ
の
翻
案
が
、
『
童
観
妙
』
に
基
く
こ
と
に
、
気
付
く
こ
と
な
く
読
み
過
ご
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
世
俗
と
妥
協
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
勢
を
教
導
し
よ
う
と
し
た
王
光
禄
の
こ
と
を
屏
風
に
瞼
え

た
例
話
の
場
合
も
、
同
じ
で
あ
ろ
う
。
『
童
観
妙
』
川
段
を
、
『
悔
草
』
（
中
・
３
）
は
ほ
ぼ
な
ぞ
り
書
き
す
る
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
が
、

『
可
笑
記
』
（
四
Ｉ
別
）
は
『
童
観
妙
』
が
和
訳
に
続
け
て
付
言
す
る
「
世
俗
ノ
云
ナ
ラ
ハ
シ
ニ
マ
カ
ラ
ネ
ハ
世
一
一
立
ラ
レ
ヌ
ト
云
フ
ハ
・

コ
ノ
意
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
箇
所
か
ら
、
「
世
俗
ノ
云
ナ
ラ
ハ
シ
」
す
な
わ
ち
『
可
笑
記
』
の
こ
と
ば
で
言
え
ば
「
げ
ら
う
の
詞
」
を
抽

い
て
冒
頭
に
据
え
、
『
童
観
抄
』
の
論
旨
を
汲
む
こ
と
に
よ
っ
て
一
段
を
再
構
成
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。
こ
の
例
の
場
合
も
、
『
童

観
妙
』
に
依
っ
た
こ
と
が
看
過
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

あ
ろ
う
か
。

．
…
・
祖
楊
ハ
カ
タ
ヌ
キ
ハ
タ
カ
ナ
リ
。
ス
ハ
タ
’
一
テ
モ
・
剣
ヲ
ト
リ
テ
マ
ッ
ト
キ
’
一
ハ
烏
獲
ホ
ト
ナ
ル
大
カ
モ
。
タ
ャ
ス
ク
チ
カ
ッ
カ
ス
。
ヨ
ロ
イ

ヲ
キ
。
ホ
コ
ヲ
モ
チ
テ
モ
。
ユ
ダ
ン
シ
テ
フ
シ
ネ
ル
ト
キ
ハ
・
童
子
モ
コ
レ
ヲ
射
コ
ロ
ス
ナ
リ
。
（
『
童
観
紗
』
Ⅲ
段
）
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蘇
老
が
詞
に
、
た
と
へ
ば
か
た
ぬ
ぎ
あ
か
は
だ
か
に
成
て
も
、
剣
を
ひ
つ
さ
げ
ほ
こ
を
よ
こ
た
へ
、
ま
ち
か
く
る
所
へ
は
、
い
か
な
る
大
力
勇
者

も
、
た
や
す
く
近
寄
が
た
く
、
た
と
ひ
鉄
の
よ
る
ひ
甲
を
着
、
鉄
杖
ら
ん
ぱ
の
つ
る
ぎ
を
お
び
た
り
と
も
、
油
断
を
し
て
い
ね
む
り
た
る
大
敵
を

ば
、
い
か
な
る
童
も
是
を
ほ
ろ
ぼ
す
と
い
へ
り
。
（
『
可
笑
記
』
二
１
７
）

と
、
『
童
観
妙
』
を
や
や
冗
舌
に
で
は
あ
る
が
祖
述
し
た
記
事
に
気
付
く
こ
と
が
な
か
っ
た
と
、
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
こ
の
引
用
が
載
っ
て
い
る
『
可
笑
記
』
巻
二
１
７
の
う
ち
か
ら
「
内
ね
っ
を
さ
ま
さ
ん
と
て
、
冷
薬
を
用
る
事
」
云
々
と
い
う
比
較
的

長
い
記
述
を
、
『
悔
草
』
は
そ
の
ま
ま
採
っ
て
、
「
内
熱
さ
ま
さ
ん
と
冷
薬
用
は
本
治
な
れ
と
…
…
」
（
『
悔
草
』
中
・
肥
）
と
活
用
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
『
可
笑
記
』
の
そ
の
次
の
段
、
つ
ま
り
巻
二
１
８
に
あ
る
「
屏
風
し
や
う
じ
な
ど
絵
が
蚤
ん
に
は
上
手
を
え
ら
び
…
：
．
さ

れ
ば
絵
師
の
へ
た
な
る
に
か
ゞ
せ
、
名
も
な
き
悪
筆
を
用
ゆ
る
事
、
あ
る
じ
の
心
お
ろ
か
に
つ
た
な
く
ぞ
み
ゆ
る
・
」
も
『
悔
草
』
に
「
あ

（
マ
マ
）

る
は
屏
風
障
子
な
ど
の
。
絵
も
文
字
も
。
か
た
く
な
な
る
手
跡
の
見
ぬ
く
き
よ
り
も
。
あ
る
じ
の
心
つ
た
な
く
見
ゆ
る
」
（
『
悔
草
』
中
・

皿
）
と
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
さ
き
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
あ
る
。

『
悔
草
』
は
例
話
や
引
用
を
、
経
史
諸
書
の
要
言
を
撰
ん
で
解
釈
を
加
え
た
『
届
言
抄
』
『
童
観
抄
』
等
の
書
物
に
仰
い
だ
だ
け
で
は

な
く
、
今
日
仮
名
草
子
随
筆
類
と
い
う
名
称
で
一
括
さ
れ
る
、
『
悔
草
』
と
同
種
類
の
書
物
か
ら
も
材
料
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
後
者
に

つ
い
て
は
、
例
話
や
引
用
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
居
所
の
あ
ら
ま
ほ
し
き
あ
り
さ
ま
と
か
、
客
を
接
待
す
る
に
当
っ
て
の
心
得
な
ど
、
美

意
識
や
行
動
模
範
に
関
し
て
の
主
張
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
目
に
触
れ
、
手
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
る
書
物
か
ら
、
貧
欲
に
摂
取
し
よ
う
と

す
る
知
識
欲
を
、
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
手
近
か
ら
と
こ
ろ
か
ら
得
た
も
の
を
た
だ
ち
に
自
己
主
張
に
転
ず

と
利
用
し
た
者
が
、

す
は
だ
に
て
。
剣
を
と
ら
ん
と
待
時
に
。
た
や
す
く
は
近
よ
ら
じ
。
又
鎧
を
着
。
鉾
を
持
と
も
油
断
あ
ら
ぱ
。
童
子
に
も
こ
ろ
さ
る
へ
し
。
（
『
悔

草
』
中
・
詔
）
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る
、
啓
蒙
的
姿
勢
の
性
急
さ
を
も
同
時
に
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
悔
草
』
に
限
ら
ず
、
極
言
す
れ
ば
仮
名
草
子
全
般
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
濃
淡
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
等
し
く
見
る
こ
と
の
で
き
る
傾
向
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
啓
蒙
期
と
い
う
も
の

は
、
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
あ
わ
た
だ
し
い
時
代
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
悔
草
』
と
『
祇
園
物
語
』
『
可
笑
記
』
と
の
関
連
を
表
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

悔
草
典
拠
悔
草
典
拠
一

上
８
或
は
お
っ
と
。
大
切
な
ら
は
：
．
…
可
笑
記
五
ｌ
開
７
所
作
に
も
あ
ら
て
。
殺
生
を
．
．
：
．
’
同
三
ｌ
卯

一
同
二
１
８
｜

岨
奉
公
人
の
心
入
は
．
…
．
．
同
五
Ｉ
”
皿
屏
風
障
子
な
ど
の
…
…

｜
同
三
ｌ
鍋
一

Ⅱ
過
分
の
利
欲
に
は
．
：
…
同
五
Ｉ
ｕ
客
を
ま
ふ
け
は
…
．
：

岨
口
は
善
悪
の
門
・
…
．
｜
同
二
ｌ
妬
羽
唐
に
有
人
。
ひ
た
ひ
よ
り
．
．
：
．
．
一
同
五
Ｉ
弱

理
三
品
か
た
ら
は
一
つ
は
の
こ
せ
．
：
．
．
．
同
五
ｌ
幻
釦
お
も
き
病
な
れ
は
…
…
同
四
ｌ
詔
一

友
な
ら
ぬ
（
和
歌
）
…
…
同
五
ｌ
理
唐
の
名
医
た
ち
は
：
…
．
同
一
ｌ
誕

人
と
か
た
ら
は
…
…
同
三
ｌ
弘
今
の
世
に
脈
を
伺
ひ
て
…
…
祇
園
物
語
上
哩
オ

鯛
実
や
春
の
あ
し
た
。
秋
の
夕
べ
…
…
同
五
－
蛤
内
熱
さ
ま
さ
ん
と
…
…
可
笑
記
二
１
７

別
物
見
な
と
に
。
前
の
人
：
：
：
同
一
１
Ｗ
妬
む
か
し
山
人
。
雪
に
ふ
み
迷
ひ
…
…
祇
園
物
語
上
別
ウ
｜

｜
同
五
Ｉ
弱
下
晦
或
人
。
焼
木
に
せ
ん
と
・
・
・
…
同
上
翅
オ

弘
慈
悲
は
。
有
た
き
事
な
り
…
：
、

諏
韓
信
と
云
人
…
…
一
同
五
ｌ
帥
鴫
も
ろ
こ
し
の
戴
嵩
は
…
…
同
下
船
ウ

一
同
五
１
２
｜
敬
梅
根
性
。
煮
て
も
．
：
：
．
同
上
弱
オ

中
５
た
と
へ
ぱ
鼠
を
み
る
に
も
…
：
．

『
庖
言
抄
』
と

四

『
童
観
妙
』
と
は
、
『
可
笑
記
』
の
典
拠
で
も
あ
る
。
『
悔
草
』
の
典
拠
と
し
て
『
届
言
抄
』
あ
る
い
は
『
童
観
妙
』
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と
と
も
に
『
可
笑
記
』
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
『
可
笑
記
』
が
『
童
観
妙
』
に
取
材
し
て
掲
げ
た
例
話
と
同
じ
も
の
が

『
悔
草
』
に
も
利
用
さ
れ
る
と
い
う
場
合
が
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
『
悔
草
』
は
そ
の
ど
ち
ら
の
書
物
に
依
ろ
う
と
し
た
か
。

『
童
観
妙
』
を
も
と
に
、
冗
言
を
加
え
て
平
明
達
意
を
心
が
け
た
『
可
笑
記
』
の
文
章
を
も
と
に
し
て
い
る
の
か
、
『
童
観
妙
』
に
直
接

依
拠
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
で
あ
る
が
、
さ
き
に
『
悔
草
』
『
可
笑
記
』
間
の
関
連
を
論
証
す
る
た
め
の
例
と
し
て
掲
げ
た
「
庚
亮

的
慮
」
の
場
合
は
前
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

『
悔
草
」
中
巻
十
四
話
は
「
住
家
は
。
と
り
つ
き
を
や
す
ら
か
に
。
夏
を
心
に
か
け
て
作
れ
と
や
。
」
と
『
徒
然
草
』
五
十
五
段
を
踏

ま
え
た
文
章
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
来
客
を
迎
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
住
居
論
が
展
開
さ
れ
、
や
が
て
論
点
が
来
客
を
接
待
す
る
に
当

っ
て
の
心
得
に
折
れ
曲
っ
て
行
く
。
そ
の
途
中
に
、
や
や
唐
突
に
、

東
谷
は
中
の
居
所
。
下
の
衣
服
。
上
の
食
物
と
あ
り
。

と
い
う
一
文
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
も
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
悔
草
』
の
こ
の
一
段
に
は
、
前
半
の
住
居
論
に
『
可
笑
記
』
巻

二
１
８
の
利
用
が
あ
り
、
後
半
の
接
客
論
も
「
可
笑
記
』
巻
三
１
羽
の
論
旨
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
可
笑
記
』
と
の
関
連
の
色

が
濃
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
谷
云
々
の
箇
所
は
、

と
い
う
記
事
を
も
っ
て
、
典
拠
と

語
を
、
羅
山
が
要
約
し
て
み
せ
る

…
…
湯
東
谷
カ
コ
、
ロ
ハ
・
中
ノ
居
処
、
下
ノ
衣
服
、
上
ノ
ク
ヰ
モ
ノ
ト
定
メ
タ
リ
。
（
『
童
観
妙
』
開
段
）

に
基
い
て
い
る
、
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
三
つ
の
引
用
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

１
Ｍ
）

む
か
し
、
唐
の
明
州
に
陽
東
谷
と
い
へ
る
賢
人
あ
り
。
其
詞
に
日
、
人
間
に
三
の
し
な
有
。
上
の
食
物
、
巾
の
家
ゐ
。
下
の
衣
裳
。
（
『
可
笑
記
』
二

典
拠
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
童
観
妙
』
が
『
揮
塵
新
談
』
を
引
用
し
て
紹
介
す
る
湯
東
谷
の
長
文
の

I
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『
童
観
妙
』
あ
る
い
は
『
庖
言
抄
』
と
、
『
可
笑
記
』
『
悔
草
』
の
三
者
の
間
に
共
通
す
る
話
柄
が
存
在
し
て
い
る
場
合
、
庚
亮
型
と
東

谷
型
と
も
い
う
べ
き
対
称
的
な
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
し
か
し
前
者
は
こ
の
「
庚
亮
的
盧
」
の
ケ
ー
ス
た
だ
一
例
だ
け
で
あ
っ
て
、
残

り
は
す
べ
て
東
谷
型
す
な
わ
ち
『
可
笑
記
』
に
存
在
す
る
も
の
に
で
は
な
く
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
童
観
抄
』
な
い
し
は
『
届
言
抄
』
に
直
接

依
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
『
可
笑
記
』
に
で
は
な
く
、
『
童
観
紗
』
あ
る
い
は
『
届
言
抄
』
に
基
こ
う
と
し
た
の
か
。
こ
の
よ
う
に

発
問
し
た
な
ら
ば
、
『
悔
草
』
の
作
者
井
上
小
左
衛
門
が
、
如
偲
子
よ
り
も
羅
山
の
方
に
権
威
を
認
め
た
結
果
、
あ
る
い
は
、
原
典
に
少

し
で
も
近
づ
こ
う
と
す
る
学
問
的
情
熱
の
し
か
ら
し
む
る
も
の
、
『
可
笑
記
』
に
存
す
る
誤
植
や
誤
解
（
た
と
え
ば
『
可
笑
記
」
の
「
陽
」

東
谷
は
湯
東
谷
の
誤
り
・
「
唐
の
明
州
」
も
「
明
朝
人
ナ
リ
」
の
誤
解
。
ど
ち
ら
も
『
童
観
紗
』
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
。
）
を
恐
れ
て
の
所
為
、

な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
答
え
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
想
定
問
答
に
、
解
答
を
も
う
一
つ
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
井
上
小
左
衛
門
の
採
っ
た
こ
の
よ
う
な
態
度
が
、
『
可
笑
記
』

を
鐇
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
例
話
や
引
用
の
宝
庫
と
し
て
の
『
童
観
抄
』
の
利
用
価
値
を
知
り
、
『
可
笑
記
』
の
ひ
そ
み
に
倣
っ
た
こ

と
を
問
わ
ず
語
り
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
Ｉ
と
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
『
悔
草
」
と
『
ひ
そ
め
草
』
と
の
関
係
を
例
に
し
て

『
ひ
そ
め
草
』
と
『
悔
草
』
と
で
は
、
本
文
同
士
の
関
連
は
、
そ
れ
ほ
ど
密
接
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
の
点
に
お
い
て
両
書
は
共
通
性

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
と
も
に
『
語
園
』
を
例
話
の
典
拠
と
し
て
利
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
依
拠
す
る
例
話
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
に

多
い
。
三
者
の
間
の
関
係
は
、
『
語
園
』
か
ら
の
流
れ
と
い
う
か
た
ち
で
言
う
な
ら
ば
、
『
語
園
』
か
ら
『
ひ
そ
め
草
』
を
経
由
し
て
、

『
悔
草
』
に
到
達
す
る
ル
ー
ト
の
他
に
、
『
ひ
そ
め
草
』
を
経
由
せ
ず
に
直
接
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
っ
て
、
『
語
園
』
と
『
悔
草
』
の
間

は
こ
の
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
ひ
そ
め
草
』
が
同
じ
く
例
話
の
宝
庫
と

し
て
活
用
し
て
い
る
『
女
訓
抄
』
の
場
合
に
は
、
三
者
の
間
の
関
係
は
、
『
女
訓
抄
』
↓
『
ひ
そ
め
草
』
↓
『
悔
草
』
と
い
う
ル
ー
ト
し

説
明
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
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『
ひ
そ
め
草
』
に
と
っ
て
、
共
に
有
力
な
取
材
源
で
あ
っ
た
『
語
園
』
と
『
女
訓
抄
』
へ
向
け
て
の
『
悔
草
』
か
ら
の
こ
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
の
違
い
の
問
題
は
、
次
の
よ
う
な
図
式
的
な
考
え
か
た
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

『
悔
草
』
か
ら
出
発
し
た
ラ
イ
ン
は
『
ひ
そ
め
草
』
か
ら
、
さ
ら
に
遡
っ
て
『
語
園
』
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
『
悔
草
』
に
も
ど
っ
て
環
状

線
を
描
く
。
も
う
一
つ
の
ラ
イ
ン
は
『
悔
草
』
か
ら
発
し
て
『
ひ
そ
め
草
』
ま
で
は
至
る
が
、
そ
の
先
が
『
女
訓
抄
』
に
接
続
す
る
こ
と

が
な
い
の
で
、
『
ひ
そ
め
草
』
か
ら
折
り
返
し
て
帰
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
『
悔
草
』
（
の
作
者
）
は
『
ひ
そ
め
草
』
の
背
後
に
『
語
園
』

の
存
在
を
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
『
ひ
そ
め
草
』
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
話
柄
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
『
ひ
そ
め
草
』
の

も
う
一
つ
の
典
拠
に
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
『
女
訓
抄
』
に
出
自
を
持
つ
話
柄
は
、
『
ひ
そ
め
草
』
に
採
り
上
げ
ら
れ
た

も
の
以
外
に
は
『
悔
草
』
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

『
童
観
抄
』
『
可
笑
記
』
『
悔
草
』
の
三
者
の
関
係
も
、
こ
の
環
状
線
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
『
童
観
抄
』
↓
『
悔
草
』
と
い

う
直
接
的
な
関
連
の
例
の
数
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
も
『
語
園
』
↓
『
悔
草
』
の
場
合
と
共
通
す
る
。
こ
れ
は
、
も
う
一
方

の
ル
ー
ト
で
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
『
可
笑
記
』
あ
る
い
は
『
ひ
そ
め
草
』
を
経
由
す
る
間
接
的
な
関
連
を
目
立
た
せ
ま
い
と
し
た
こ
と
、
つ

ま
り
『
可
笑
記
』
や
『
ひ
そ
め
草
』
に
よ
っ
て
『
童
観
紗
』
や
『
語
園
』
の
存
在
に
開
眼
し
た
こ
と
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
意
識
の
顕
現

だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
も
想
像
し
て
み
た
く
な
る
。
『
悔
草
』
は
『
ひ
そ
め
草
』
と
『
可
笑
記
』
と
か
ら
、
『
童
観
妙
』
や
『
語

園
』
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
の
み
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
ひ
そ
か
に
（
依
拠
し
た
典
籍
名
を
明
示
せ
ず
に
）
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
を
払
う
こ
と
な
く
、
漢
籍
の
諸
書
に
通
暁
し
て
い
る
か
の
印
象
を
読
者
に
植
え
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
教
訓
教
誠
に
威
厳
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
も
学
び
と
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
語
園
』
「
童
観
抄
』
あ
る
い
は
『
庖
言
抄
』
は
、
い
ず
れ
も
所
引
の

か
存
在
せ
ず
、
『
女
訓
抄
』
↓
『
悔
草
』
と
い
う
直
接
的
な
ル
ー
ト
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
な
い
の

で
あ
る
。
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文
章
に
原
拠
名
を
一
つ
一
つ
明
記
し
て
い
る
。
兼
良
や
羅
山
の
こ
の
よ
う
な
態
度
を
、
井
上
小
左
衛
門
は
見
習
お
う
と
は
し
て
い
な
い
。

『
可
笑
記
』
や
『
ひ
そ
め
草
』
の
ひ
そ
み
に
倣
っ
て
、
こ
の
点
で
も
仮
名
草
子
随
筆
類
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
忠
実
で
あ
っ
た
。

『
徒
然
草
』
や
『
沙
石
集
』
は
近
世
初
頭
に
は
広
く
読
ま
れ
た
雷
物
で
あ
る
が
、
『
悔
草
』
の
う
ち
に
も
い
く
つ
か
の
利
用
の
痕
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
つ
れ
Ｉ
ｌ
草
に
」
（
上
・
“
）
「
つ
れ
ノ
、
～
草
に
は
」
（
中
・
妬
）
「
兼
好
も
…
…
と
い
へ
り
」
（
上
・
喝
）
な
ど
と
断
っ

て
の
引
用
の
他
に
、
松
下
禅
尼
の
倹
約
を
述
べ
る
逸
話
（
上
・
岨
）
や
「
饗
を
み
れ
ば
双
六
を
恩
ふ
」
云
々
の
箇
所
（
中
・
皿
）
も
『
徒
然

草
』
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
ま
た
『
沙
石
集
』
に
出
自
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
白
居
易
も
人
毎
に
一
癖
あ
り
。
我
く
せ
は
。

章
句
に
あ
り
と
い
へ
り
」
（
上
・
瓠
）
と
か
、
「
仏
も
飢
の
為
に
。
出
家
受
戒
の
者
多
か
ら
ん
と
。
宣
へ
り
」
（
上
・
弘
）
な
ど
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
措
辞
の
異
同
に
よ
っ
て
、
『
沙
石
集
』
を
直
接
参
照
し
て
の
引
用
で
は
な
く
、
『
可
笑
記
』
（
そ
れ
ぞ
れ
五
ｌ
皿
と
五
’
八
）
に
す
で

に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
再
利
用
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
書
物
を
利
用
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
王
範
の
深
慮
を
述
べ
る
長
文
の
逸
話
（
下
・

旧
）
や
、
九
段
に
わ
た
る
年
中
行
事
の
解
説
（
下
型
Ｉ
兜
）
、
下
巻
々
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
仏
教
的
内
容
の
諸
段
な
ど
も
、
基
く
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
の
叙
述
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
も
ま
た
、
耳
か
ら
の
知
識
で
は
な
く
、
書
物
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ぺ
Ｉ
ジ
を
繰
っ
て
の
利
用

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
口
承
で
は
な
く
、
書
承
に
よ
る
説
話
の
摂
取
が
、
こ
の
書
物
に
だ
け
み
ら
れ
る
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
、
仮

名
草
子
全
般
に
わ
た
る
一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
の
か
、
他
の
作
品
の
場
合
を
も
さ
ら
に
調
べ
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

五
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註仙
『
悔
草
』
に
「
つ
た
な
き
。
わ
れ
ら
ご
と
き
の
。
牢
人
な
り
し
其
時
は
。
心
も
と
も
に
お
ち
ぶ
れ
て
。
人
の
き
げ
ん
を
ま
も
り
へ
つ
ら
ひ
し
。
其

有
様
を
忘
れ
け
ん
。
今
な
ん
ぞ
威
高
ぶ
ら
ん
や
。
を
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
。
し
か
も
己
が
身
上
何
程
そ
。
恩
ひ
し
れ
か
し
」
（
下
・
岨
）
と
あ
っ
て
、

浪
人
生
活
を
脱
し
た
「
身
上
」
に
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
再
仕
官
先
が
徳
川
家
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書
仮

名
草
子
篇
一
』
（
昭
二
二
、
養
徳
社
）
の
中
村
幸
彦
・
木
村
三
四
吾
氏
の
「
解
題
」
参
照
。

②
中
村
幸
彦
氏
『
近
世
小
説
史
の
研
究
』
（
昭
三
六
、
桜
楓
社
）
⑱
ｌ
艶
ぺ
・

側
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
州
ｌ
刑
ぺ
。

側
『
悔
草
』
は
前
掲
『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書
』
所
収
の
本
文
（
底
本
、
正
保
四
年
版
）
を
、
慶
安
二
年
再
版
本
を
参
照
し
な
が
ら
利
用
し
た
。
た

だ
し
、
必
要
な
場
合
以
外
は
、
漢
字
の
ふ
り
仮
名
を
省
略
し
た
。
上
中
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
整
理
の
た
め
の
番
号
を
付
し
た
。

⑤
『
語
園
』
は
下
巻
末
に
「
桃
華
老
人
撰
」
と
あ
り
、
一
条
兼
良
の
著
述
と
さ
れ
る
。
古
活
字
版
も
あ
る
が
、
『
悔
草
』
刊
行
の
年
次
に
近
い
寛
永

ご
ろ
刊
整
版
本
（
古
活
字
版
の
覆
刻
）
の
本
文
を
、
上
下
巻
に
整
理
の
た
め
の
番
号
を
付
し
て
利
用
し
た
。

⑥
「
七
集
事
文
類
聚
百
本
ア
リ
。
前
集
六
十
巻
、
後
集
五
十
巻
、
続
集
三
十
八
巻
、
別
集
三
十
二
巻
、
右
四
集
宋
ノ
祝
穆
編
集
ノ
事
文
類
聚
ナ

リ
。
理
宗
淳
和
六
年
祝
穆
自
序
ア
リ
。
祝
穆
ハ
和
父
朱
子
室
人
ノ
姪
一
一
テ
朱
子
ノ
弟
子
ナ
リ
。
新
集
三
十
六
巻
、
外
集
十
五
巻
、
コ
ノ
ニ
集
ハ
南
江

ノ
富
大
用
、
遺
集
十
五
巻
、
建
安
ノ
祝
渕
編
集
ス
。
右
合
テ
セ
集
事
文
類
聚
ト
ス
。
七
集
共
二
目
録
ア
リ
。
寛
文
六
年
、
弘
文
林
子
ノ
飯
ア
リ
。
点

者
。
」
（
『
倭
板
書
籍
考
』
）
。
古
活
字
版
が
数
種
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
白
文
な
の
で
、
送
り
が
な
・
点
の
あ
る
寛
文
六
年
刊
整
版
に
よ
っ
て
引
用
し
た

例
寛
永
十
五
年
、
風
月
宗
智
刊
本
に
よ
る
。

⑧
以
下
に
利
用
す
る
『
童
観
紗
』
は
初
版
本
と
さ
れ
る
寛
永
無
刊
記
本
で
あ
り
、
上
下
巻
に
通
し
番
号
を
付
け
た
。
『
童
観
紗
』
に
は
二
種
類
の
活

字
翻
刻
本
が
あ
る
が
、
翻
字
と
配
列
順
序
の
窓
意
を
嫌
っ
て
利
用
を
避
け
た
。

⑨
広
田
二
郎
氏
『
芭
蕉
の
芸
術
』
（
昭
四
三
、
有
精
堂
刊
）
剛
ぺ
・

川
米
倉
利
昭
氏
『
わ
ら
ん
べ
草
（
狂
言
昔
語
抄
）
研
究
』
（
昭
四
八
、
風
間
書
房
刊
）
Ｗ
ペ
・

伽
『
わ
ら
ん
べ
草
』
と
の
一
致
は
、
『
悔
草
』
と
と
も
に
『
童
観
紗
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
童
観
紗
』
を
丸
ど

り
的
に
利
用
し
て
い
る
箇
所
を
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
は
、
な
お
数
例
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫
こ
れ
を
も
と
に
『
仮
名
列
女
伝
」
（
明
暦
元
年
刊
）
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
草
し
て
い
る
。
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
竜
観
紗
』
や
『
悔

草
一
が
直
訳
を
避
け
た
文
章
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
一
節
を
掲
げ
て
み
る
。
「
…
：
．
夫
れ
礼
に
門
に
入
ら
ん
と
す
る
時
、
執
（
た
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れ
）
が
存
す
る
、
と
問
ふ
は
、
敬
を
致
す
所
以
な
り
〕
堂
に
上
ら
ん
と
す
る
時
、
声
を
必
ず
揚
ぐ
る
は
、
人
を
戒
む
る
所
以
な
り
。
戸
に
入
ら
ん
と

す
る
時
、
視
る
こ
と
必
ず
下
す
は
、
人
の
過
を
見
ん
事
を
恐
れ
て
な
り
…
…
」

圃
『
盾
言
抄
』
は
本
文
を
元
和
六
年
賊
の
古
活
字
版
に
依
り
、
そ
の
覆
刻
で
あ
る
寛
永
ご
ろ
刊
整
版
に
従
っ
て
句
読
点
を
加
え
た
〕

⑭
羅
山
自
記
の
倣
文
に
よ
る
と
『
厄
言
抄
』
は
、
あ
る
人
の
も
と
で
『
論
語
』
を
講
じ
た
折
り
、
講
余
に
受
け
た
経
史
の
要
語
に
関
す
る
質
問
に
、

諺
解
を
口
授
し
た
も
の
、
と
あ
る
。
あ
る
人
と
は
、
『
倭
板
書
籍
考
』
に
よ
れ
ば
筑
前
大
守
黒
田
長
政
と
の
こ
と
。

旧
「
予
が
此
年
ま
で
間
し
事
共
書
置
け
る
書
物
に
乞
食
袋
と
云
も
の
有
世
の
人
の
為
に
自
然
は
一
行
な
り
共
な
ら
ん
か
し
と
恩
ひ
品
々
の
詞
を
綴
り

あ
ら
は
し
侍
る
故
に
此
双
紙
を
似
我
蜂
と
名
付
る
事
…
…
」
（
『
似
我
蜂
物
語
』
序
）

㈹
『
芸
文
類
聚
』
巻
九
五
、
『
太
平
御
覧
』
巻
九
一
八
、
『
太
平
広
記
』
巻
四
四
三
、
『
虞
初
新
志
』
巻
一
八
、
『
事
文
後
集
』
巻
三
六
等
。

伽
な
お
、
『
可
笑
記
』
と
『
甲
陽
軍
鑑
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
田
中
伸
氏
他
『
可
笑
記
大
成
』
（
昭
四
九
、
笠
間
書
院
刊
）
剛
ｌ
剛
ぺ
参
・

側
拙
考
弓
可
笑
記
』
の
当
世
批
判
」
（
「
文
学
」
昭
認
・
皿
）
参
。
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